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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のユーザから電子機器に関する操作情報及び活動情報を受信する第１の受信手段と
、前記第１の受信手段により受信され収集された活動情報が第１のユーザと類似する第２
のユーザを複数のユーザの中から決定する決定手段と、前記第２のユーザの電子機器に対
する操作情報を前記第１のユーザの前記電子機器と同じ種類の電子機器に送信する第１の
送信手段を有する通信装置と、
　前記第１のユーザの前記電子機器に関する操作情報を前記通信装置に送信する第２の送
信手段と、前記第１の送信手段により送信された操作情報を受信する第２の受信手段と、
前記第２の受信手段により受信した操作情報に基づいて前記第１のユーザの前記電子機器
本体を制御する制御手段を有する前記第１のユーザの電子機器と、
を備え、
　前記電子機器はＴＶであり、ＴＶに関する操作情報はチューニングされるチャンネル情
報、受信及び再生される画像データの注目表域を示す領域情報、受信及び再生されるオー
ディオ・データの音量を示す音量情報のうち少なくとも１つを含み、
　前記複数のユーザはクレジット・カードを利用し、前記活動情報はユーザによるクレジ
ット・カード利用時に検出される位置情報及び建物の識別情報を含む購入製品情報であり
、前記第１の受信手段は、前記複数のユーザのクレジット・カード利用時に検出される購
入製品情報からなる活動情報を受信する、
ことを特徴とする通信システム。
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【請求項２】
　通信装置が、複数のユーザから電子機器に関する操作情報及び活動情報を受信する第１
の受信ステップと、
　前記通信装置が、前記第１の受信ステップにより受信され収集された活動情報が第１の
ユーザと類似する第２のユーザを複数のユーザの中から決定する決定ステップと、
　前記通信装置が、前記第２のユーザの電子機器に対する操作情報を前記第１のユーザの
前記電子機器と同じ種類の電子機器に送信する第１の送信ステップと、
　前記第１のユーザの前記電子機器が、当該電子機器に関する操作情報を前記通信装置に
送信する第２の送信ステップと、
　前記第１のユーザの前記電子機器が、前記第１の送信ステップにより送信された操作情
報を受信する第２の受信ステップと、
　前記第１のユーザの前記電子機器が、前記第２の受信ステップにより受信した操作情報
に基づいて前記第１のユーザの前記電子機器本体を制御する制御ステップを有し、
　前記電子機器はＴＶであり、ＴＶに関する操作情報はチューニングされるチャンネル情
報、受信及び再生される画像データの注目表域を示す領域情報、受信及び再生されるオー
ディオ・データの音量を示す音量情報のうち少なくとも１つを含み、
　前記複数のユーザはクレジット・カードを利用し、前記活動情報はユーザによるクレジ
ット・カード利用時に検出される位置情報及び建物の識別情報を含む購入製品情報であり
、前記第１の受信ステップでは、前記複数のユーザのクレジット・カード利用時に検出さ
れる購入製品情報からなる活動情報を受信する、
ことを特徴とする通信方法。
【請求項３】
　複数のユーザから電子機器に関する操作情報及び活動情報を受信する第１の受信ステッ
プと、
　前記第１の受信ステップにより受信され収集された活動情報が第１のユーザと類似する
第２のユーザを複数のユーザの中から決定する決定ステップと、
　前記第２のユーザの電子機器に対する操作情報を前記第１のユーザの前記電子機器と同
じ種類の電子機器に送信する第１の送信ステップとを、
通信装置に実行させ、
　前記第１のユーザの前記電子機器に関する操作情報を前記通信装置に送信する第２の送
信ステップと、
　前記第１の送信ステップにより送信された操作情報を受信する第２の受信ステップと、
　前記第２の受信ステップにより受信した操作情報に基づいて前記第１のユーザの前記電
子機器本体を制御する制御ステップと、
前記第１のユーザの前記電子機器に実行させ、
　前記電子機器はＴＶであり、ＴＶに関する操作情報はチューニングされるチャンネル情
報、受信及び再生される画像データの注目表域を示す領域情報、受信及び再生されるオー
ディオ・データの音量を示す音量情報のうち少なくとも１つを含み、
　前記複数のユーザはクレジット・カードを利用し、前記活動情報はユーザによるクレジ
ット・カード利用時に検出される位置情報及び建物の識別情報を含む購入製品情報であり
、前記第１の受信ステップでは、前記複数のユーザのクレジット・カード利用時に検出さ
れる購入製品情報からなる活動情報を受信する、
コンピュータ・プログラムを格納する記憶媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複数のユーザから収集した情報に基づいて付加価値を生成するサーバなどの
通信装置及び通信方法や、この種の付加価値情報の提供を受けるクライアントなどの電子
機器及びその制御方法に係り、特に、複数のユーザによる機器操作や実世界上の活動に関
連した情報を収集して付加価値情報を生成したり付加価値情報の提供を受けたりする通信



(3) JP 4793431 B2 2011.10.12

10

20

30

40

50

装置及び通信方法、並びに記憶媒体に関する。
【０００２】
　さらに詳しくは、本発明は、複数のユーザにより機器操作に関連した情報を収集して、
ユーザの嗜好に関連した付加価値情報を生成し、さらに付加価値情報を利用してユーザの
嗜好に基づくさまざまなサービス提供に自動的に適応する通信装置及び通信方法、並びに
記憶媒体に関する。
【背景技術】
【０００３】
　昨今の技術革新に伴い、パーソナル・コンピュータ（ＰＣ）のような情報機器や、テレ
ビ受像機やその他のＡＶ機器を始めとする情報家電製品などが開発され市販されている。
一般消費者は、これら情報機器製品を店舗の陳列棚から購入したり、オンライン・ショッ
ピングを経由して入手したりすることができる。
【０００４】
　消費者がどのような製品を取得したかという類の購入情報、さらには製品に対してユー
ザが行った利用履歴・操作履歴は、例えば、次の消費活動やニーズを予測するための付加
価値の素となる情報である。例えば、テレビの購入者は、近未来、衛星放送の受信を切望
する（あるいはテレビの購入者は他の製品購入者に比し衛星放送に興味がある）ことが推
測される。したがって、テレビの購入者を逐次テレビの購入情報データベースに登録して
おき、このデータベースを解釈することにより、衛星放送の勧誘広告の効果的な送付先を
区別することができる。あるいは、テレビの視聴情報（例えば、どのような番組を何時間
視聴したか）に基づいて、個々の消費者がどのようなカテゴリの番組を好んでいるのかを
割り出すことができ、同じカテゴリを好む人を対象として広告コンテンツの自動放送受信
サービスを行うことができる。
【０００５】
　しかしながら、テレビ購入者と衛星放送の勧誘広告とを結び付けるような手法は、人に
よる意味解釈の介在を必要とするので、さまざまなサービスに自動で適応するのは困難で
ある。
【０００６】
　また、視聴情報を基に同カテゴリの放送を配信する手法は、情報収集対象と付加価値対
象が同一であるため意味解釈は少なくて済むが、放送・配信コンテンツのカテゴライズを
自動で行う必要があり、さまざまなサービスに自動で適応するのは困難である。
【０００７】
　すなわち、従来のユーザ嗜好に基づいたサービス提供は、人による意味解釈が必要であ
ったり、コンテンツの自動カテゴライズが必要であったりするため、多くのサービスに適
用するには、コストがかかり、技術的に実装が困難なことが多い。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本発明の目的は、複数のユーザによる機器操作やその他の活動に関連した情報を収集し
て付加価値情報を生成したり付加価値情報の提供を受けたりすることができる、優れた通
信装置及び通信方法、電子機器及びその制御方法、並びに記憶媒体を提供することにある
。
【０００９】
　本発明のさらなる目的は、複数のユーザにより機器操作に関連した情報を収集して、ユ
ーザの嗜好に関連した付加価値情報を生成し、さらに付加価値情報を利用してユーザの嗜
好に基づくさまざまなサービス提供に自動的に適応することができる、優れた通信装置及
び通信方法、電子機器及びその制御方法、並びに記憶媒体を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明は、上記課題を参酌してなされたものであり、その第１の側面は、
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　複数のユーザより第１の電子機器に関する第１の電子機器情報を受信する受信手段又は
ステップと、
　前記第１の電子機器情報が前記複数のユーザの中で第１のユーザと類似する第２のユー
ザを決定する決定手段又はステップと、
　前記第２のユーザの第２の電子機器に対する制御情報を、前記第１のユーザの前記第２
の電子機器に送信する送信手段又はステップと、
を具備することを特徴とする通信装置又は通信方法である。
【００１１】
　本発明は、電子機器に対するユーザの入力操作などの操作情報又は制御情報がユーザの
一定の嗜好情報を表出する、ということに立脚して構成されたものである。
【００１２】
　本発明の第１の側面に係る通信装置又は通信方法によれば、複数ユーザによるさまざま
なメディアに対する操作情報や制御情報に基づいて付加価値情報を生成して、ある特定の
ユーザによる特定のメディアの操作に対する自動制御サービスを提供することができる。
すなわち、あるユーザのメディア上で取得された操作情報や制御情報などのユーザの嗜好
を表す情報を利用して、類似ユーザの他のメディアでのサービスをチューニングすること
ができる。
【００１３】
　また、本発明の第２の側面は、
　複数のユーザから各ユーザの活動情報を受信する受信手段又はステップと、
　前記受信手段により受信され収集された活動情報が第１のユーザと類似する第２のユー
ザを複数のユーザの中から決定する決定手段又はステップと、
　前記第２のユーザの第２の電子機器に対する制御情報を、前記第１のユーザの第２の電
子機器に送信する送信手段又はステップと、
を具備することを特徴とする通信装置又は通信方法である。
【００１４】
　本発明の第２の側面に係る通信装置又は通信方法によれば、複数ユーザの実世界上での
試行情報や活動情報に基づいて、ある特定のユーザに対してメディアの自動制御サービス
を提供することができる。すなわち、複数のユーザ端末からユーザの活動情報を受信して
蓄積するとともに、蓄積された各活動情報を基に付加価値情報を生成して、活動情報が類
似する類似ユーザによるメディアの操作情報を利用して、ユーザのメディア上でのサービ
スをチューニングすることができる。
【００１５】
　また、本発明の第３の側面は、
　複数のユーザより第１の電子機器に関する第１の電子機器情報を受信する受信手段又は
ステップと、
　前記第１の電子機器情報が第１のユーザと類似する第２のユーザを前記複数のユーザの
中から決定する決定手段又はステップと、
　前記第２のユーザの活動情報に対応する第２の電子機器に対する制御情報を前記第１の
ユーザの前記第２の電子機器に送信する送信手段又はステップと、
を具備することを特徴とする通信装置又は通信方法である。
【００１６】
　本発明の第３の側面に係る通信装置又は通信方法によれば、複数ユーザのメディアの操
作情報や制御情報から得られる付加価値情報に基づいて、ユーザの実世界上の活動に影響
を与える活動情報を提供することができる。例えば、パーソナル・コンピュータ上で採取
された他のユーザの操作情報に基づいて、携帯電話上でユーザ告知を行うなどの実世界上
で影響する付加価値情報を提供することができる。
【００１７】
　また、本発明の第４の側面は、
　本電子機器に対する制御情報を受信する受信手段又はステップと、



(5) JP 4793431 B2 2011.10.12

10

20

30

40

50

　前記受信された制御情報に基づいて本電子機器を制御する制御手段又はステップを備え
、
　前記制御情報は他の電子機器情報が本電子機器のユーザに類似する類似ユーザの電子機
器に対応する制御情報からなる、
ことを特徴とする電子機器又はその制御方法である。
【００１８】
　本発明の第４の側面によれば、電子機器は、複数ユーザによるさまざまなメディアに対
する操作情報や制御情報に基づいて生成された付加価値情報を外部のサーバなどから受信
することによって、他メディア上での操作情報が類似するユーザによる付加価値情報を利
用した電子機器の自動チューニング・サービスを享受することができる。
【００１９】
　また、本発明の第５の側面は、
　本電子機器の制御情報を受信する受信手段又はステップと、
　前記受信された制御情報に基づいて本電子機器を制御する制御手段又はステップを備え
、
　前記制御情報は、活動情報が本電子機器のユーザに類似する類似ユーザの電子機器に対
応する制御情報である、
ことを特徴とする電子機器又はその制御方法である。
【００２０】
　本発明の第５の側面によれば、実世界上での嗜好情報や活動情報が類似するユーザによ
るメディアの操作情報を利用して、ユーザの電子機器の操作を自動チューニングすること
ができる。
【００２１】
　また、本発明の第６の側面は、複数のユーザによる電子機器の制御情報に基づいて１ユ
ーザの電子機器を制御するための処理をコンピュータ上で実行するように記述されたコン
ピュータ・ソフトウェアをコンピュータ可読形式で物理的に格納した記憶媒体であって、
前記コンピュータ・ソフトウェアは、前記コンピュータに対し、
　複数のユーザより第１の電子機器に関する第１の電子機器情報を受信する受信手順と、
　前記第１の電子機器情報が前記複数のユーザの中で第１のユーザと類似する第２のユー
ザを決定する決定手順と、
　前記第２のユーザの第２の電子機器に対する制御情報を、前記第１のユーザの前記第２
の電子機器に送信する送信手順と、
を実行させることを特徴とする記憶媒体である。
【００２２】
　また、本発明の第７の側面は、複数のユーザの活動情報に基づいて１ユーザの電子機器
を制御するための処理をコンピュータ上で実行するように記述されたコンピュータ・ソフ
トウェアをコンピュータ可読形式で物理的に格納した記憶媒体であって、前記コンピュー
タ・ソフトウェアは、前記コンピュータに対し、
　複数のユーザから各ユーザの活動情報を受信する受信手順と、
　前記受信ステップにより受信され収集された活動情報が第１のユーザと類似する第２の
ユーザを複数のユーザの中から決定する決定手順と、
　前記第２のユーザの第２の電子機器に対する制御情報を、前記第１のユーザの第２の電
子機器に送信する送信手順と、
を実行させることを特徴とする記憶媒体である。
【００２３】
　また、本発明の第８の側面は、複数のユーザの電子機器情報に基づいて１ユーザの電子
機器を制御するための処理をコンピュータ上で実行するように記述されたコンピュータ・
ソフトウェアをコンピュータ可読形式で物理的に格納した記憶媒体であって、前記コンピ
ュータ・ソフトウェアは、前記コンピュータに対し、
　複数のユーザより第１の電子機器に関する第１の電子機器情報を受信する受信手順と、
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　前記第１の電子機器情報が第１のユーザと類似する第２のユーザを前記複数のユーザの
中から決定する決定手順と、
　前記第２のユーザの活動情報に対応する第２の電子機器に対する制御情報を前記第１の
ユーザの前記第２の電子機器に送信する送信手順と、
を実行させることを特徴とする記憶媒体である。
【００２４】
　また、本発明の第９の側面は、類似ユーザによる電子機器に対する制御情報に基づいて
１ユーザの電子機器を制御するための処理をコンピュータ上で実行するように記述された
コンピュータ・ソフトウェアをコンピュータ可読形式で物理的に格納した記憶媒体であっ
て、前記コンピュータ・ソフトウェアは、前記コンピュータに対し、
　本電子機器に対する制御情報を受信する受信手順と、
　前記受信された制御情報に基づいて本電子機器を制御する制御手順を実行させ、
　前記制御情報は他の電子機器情報が本電子機器のユーザに類似する類似ユーザの電子機
器に対応する制御情報からなる、
ことを特徴とする記憶媒体である。
【００２５】
　また、本発明の第１０の側面は、類似ユーザの活動御情報に基づいて１ユーザの電子機
器を制御するための処理をコンピュータ上で実行するように記述されたコンピュータ・ソ
フトウェアをコンピュータ可読形式で物理的に格納した記憶媒体であって、前記コンピュ
ータ・ソフトウェアは、前記コンピュータに対し、
　本電子機器の制御情報を受信する受信手順と、
　前記受信された制御情報に基づいて本電子機器を制御する制御手順を実行させ、
　前記制御情報は、活動情報が本電子機器のユーザに類似する類似ユーザの電子機器に対
応する制御情報である、
ことを特徴とする記憶媒体である。
【００２６】
　本発明の第６乃至第１０の各側面に係る記憶媒体は、例えば、さまざまなプログラム・
コードを実行可能な汎用コンピュータ・システムに対して、コンピュータ・ソフトウェア
をコンピュータ可読な形式で提供する媒体である。このような媒体は、例えば、ＤＶＤ（
Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｖｅｒｓａｔｉｌｅ　Ｄｉｓｃ）、ＣＤ（Ｃｏｍｐａｃｔ　Ｄｉｓｃ）
やＦＤ（Ｆｌｅｘｉｂｌｅ　Ｄｉｓｋ）、ＭＯ（Ｍａｇｎｅｔｏ－Ｏｐｔｉｃａｌ　ｄｉ
ｓｃ）などの着脱自在で可搬性の記憶媒体である。あるいは、ネットワーク（ネットワー
クは無線、有線の区別を問わない）などの伝送媒体などを経由してコンピュータ・ソフト
ウェアを特定のコンピュータ・システムに提供することも技術的に可能である。
【００２７】
　また、本発明の第６乃至第１０の各側面に係る記憶媒体は、コンピュータ上で所定のコ
ンピュータ・ソフトウェアの機能を実現するための、コンピュータ・ソフトウェアと記憶
媒体との構造上又は機能上の協働的関係を定義したものである。換言すれば、第６乃至第
１０の各側面に係る記憶媒体を介して所定のコンピュータ・ソフトウェアをコンピュータ
にインストールすることによって、コンピュータ上では協働的作用が発揮され、本発明の
第１乃至第３の各側面に係る通信装置又は通信方法、並びに、本発明の第４及び第５の各
側面に係る電子機器又はその制御方法と同様の作用効果を得ることができる。
【発明の効果】
【００２８】
　本発明によれば、複数のユーザによる機器操作に関連した情報を収集して付加価値情報
を生成することができる、優れた通信装置及び通信方法、並びに記憶媒体を提供すること
ができる。
【００２９】
　また、本発明によれば、複数のユーザにより機器操作に関連した情報を収集して、ユー
ザの嗜好に関連した付加価値情報を生成し、さらに付加価値情報を利用してユーザの嗜好
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に基づくさまざまなサービス提供に自動的に適応することができる、優れた通信装置及び
通信方法、並びに記憶媒体を提供することができる。
【００３０】
　本発明によれば、例えば異種の電子機器間で印加されたユーザ操作の連動性や相関を求
めることによって、人による意味解釈の介在なしに、ユーザの嗜好に基づいたさまざまな
サービス提供に自動的に対応することができる。
【００３１】
　本発明によれば、あるユーザの第２の電子機器が、第１の電子機器情報が類似するユー
ザの第２の電子機器制御情報に基づいて制御されるので、ユーザ嗜好解析などの複雑な信
号処理をなくしても嗜好に適合した電子機器制御サービスを行うことが可能になる。
【００３２】
　また、本発明によれば、機器の移動や購入などの活動情報が類似するユーザの電子機器
情報に基づいて、あるユーザの電子機器が制御されるので、ユーザ嗜好解析などの複雑な
信号処理をしなくても、嗜好に合った電子機器制御サービスが可能になる。また、実社会
と情報社会を容易に結び付けることができる。
【００３３】
　また、本発明によれば、電子機器情報が類似するユーザの活動情報に基づいて、店の場
所の告知、購入予約などが自動的に行われるので、ユーザが購入チャンスを逃すことを免
れることができるとともに、サービス提供者側の購買促進にも寄与することができる。
【００３４】
　本発明のさらに他の目的、特徴や利点は、後述する本発明の実施形態や添付する図面に
基づくより詳細な説明によって明らかになるであろう。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３５】
　以下、図面を参照しながら本発明の実施形態について詳解する。
【００３６】
Ａ．第１の実施形態
　本実施形態は、電子機器に対するユーザの入力操作などの操作情報又は制御情報がユー
ザの一定の嗜好情報を表出する、ということに立脚して構成されたものである。本実施形
態によれば、複数ユーザによるさまざまなメディアに対する操作情報や制御情報に基づい
て付加価値情報を生成して、ある特定のユーザによる特定のメディアの操作に対する自動
制御サービスを提供することができる。
【００３７】
　本実施形態において特徴的なことは、あるユーザのメディア上で取得された嗜好情報や
操作情報を利用して、類似ユーザの他のメディアでのサービスをチューニングする点であ
る。すなわち、本発明によれば、異種のメディア／電子機器にまたがった総合的な電子機
器制御サービスを提供することができる。
【００３８】
　例えば、テレビやステレオ、ビデオ・デッキ、ＤＶＤプレーヤなどのＡＶ機器、パーソ
ナル・コンピュータなど、一般家庭内に深く浸透している複数のメディアに対するユーザ
入力の情報をユーザの嗜好情報として収集して、これらに基づいて一定の付加価値情報を
生成し、他のメディアの制御サービスにフィードバックする。
【００３９】
　図１には、本発明の１つの実施形態に係る他メディアを利用したチューニング・サービ
スの概要を模式的に示している。
【００４０】
　同図に示すように、テレビ、ステレオ、ＤＶＤプレーヤ、パーソナル・コンピュータな
ど、家庭内に設置された各メディア上で実行されたユーザ操作に関する情報は、特定のサ
ーバ上に収集される。
【００４１】
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　サーバと各メディアの間は、例えば、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）などの近距離無
線データ通信やＩＥＥＥ１３９４、家庭内ＬＡＮ、インターネットのような広域ネットワ
ーク、ケーブルテレビ（ＣＡＴＶ）、その他の通信媒体を介して相互接続されている。
【００４２】
　サーバは、同一の家庭内に設置されていても、あるいは遠隔地に設置されていてもよい
。また、複数の家庭が単一のサーバを共有してもよい。図示の例では、サーバは、ユーザ
Ａ～Ｄ間で共用している。
【００４３】
　図２には、各メディアから収集可能な情報と、各メディアに対して提供可能な付加価値
情報を表形式で示している。
【００４４】
　サーバ上に収集されるユーザ操作情報は、例えば、テレビやラジオなどの放送データの
受信装置における番組ＩＤと視聴（再生）時間で表される「視聴情報」、この種の受信装
置上でチューニングされるチャンネルＩＤ及びチューニングされたチャンネルＩＤが変更
されたチャンネル切換時間で表される「チャンネル切替情報」を挙げることができる。
【００４５】
　また、ユーザ操作情報の他の例として、テレビなどの受信装置により再生されるととも
にＶＴＲなどの録画装置で記録された番組ＩＤと放送（記録）時間で表される「録画（記
録）情報」、録画装置に対する操作を表した記録時の「操作情報」、録画装置上で録画（
記録）が予約されるコンテンツＩＤを表した「記録予約情報」、コンテンツを再生するＶ
ＴＲやＤＶＤプレーヤなどの再生装置上における再生、早送り、巻き戻し、一時停止など
の機能及び当該機能に対する指定時間を表した再生時の「操作情報」などを挙げることが
できる。
【００４６】
　また、ユーザ操作情報の他の例として、パーソナル・コンピュータなどのネットワーク
通信可能なユーザの端末装置上において探索・閲覧されたサイトを示すＵＲＬ（Ｕｎｉｆ
ｏｒｍ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｌｏｃａｔｏｒ）で表されるＷｅｂの「ブラウジング情報」
、情報提供サーバなどの外部機器からネットワーク経由でユーザの端末装置にダウンロー
ドされたダウンロード・ファイルの格納場所を示すＵＲＬで表される「ダウンロード情報
」、ユーザの端末装置からネットワーク経由で外部機器にアップロードされたファイルの
ＩＤとアップロード先の格納場所を示すＵＲＬで表される「アップロード情報」、ユーザ
の端末装置上で探索・閲覧されさらにブックマーク登録されたサイトを示すＵＲＬで表さ
れる「ブックマーク情報」、ユーザの端末装置上でユーザより編集されたファイルのＩＤ
と編集の種類を特定する編集ＩＤからなる「編集情報」などを挙げることができる。
【００４７】
　また、ユーザ操作情報の他の例として、携帯電話や、ピア・ツー・ピア接続などの１対
１通信が可能な通信端末装置に対する操作情報を挙げることができる。例えば、携帯電話
から公衆電話網を介してサービス・センタなどの外部機器に対して送信されたチケット予
約情報を識別するサービスＩＤで表される「サービス使用情報」などである。
【００４８】
　サーバ上では、各メディア上でのユーザ操作情報を集計処理し、ユーザ操作が表すユー
ザ嗜好情報に基づいて、付加価値情報を生成する。この付加価値情報は、メディアに供給
されて（図１に例では、付加価値情報はテレビに供給される）、メディア操作のチューニ
ング・サービスが行われる。付加価値情報は、例えばユーザによる電子機器の操作を支援
するための操作情報などで構成される。
【００４９】
　サーバがユーザに供給する付加価値情報として、テレビなどの受信装置に対する操作情
報を挙げることができる。例えば、受信装置上でチューニングされるチャンネルＩＤから
なる「チャンネル情報」、受信されるとともに再生される画像データの注目領域を示す「
領域情報」、受信されるとともに再生されるオーディオ・データの音量を示す「音量情報
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」を付加価値情報として供給する。
【００５０】
　また、サーバがユーザに供給する付加価値情報として、ＶＴＲなどの録画・記録装置に
対する操作情報を挙げることができる。例えば、コンテンツＩＤ及び記録時間を表す「記
録予約情報」、他のユーザの録画・記録装置上で既に記録が予約されている記録予約日時
情報を示す「記録予約情報」を付加価値情報として供給する。
【００５１】
　また、ＶＴＲやＤＶＤプレーヤなどの再生装置に供給する付加価値情報として、他のユ
ーザにより作成された再生コンテンツの「ダイジェスト情報」や再生コンテンツの検索の
ために作成された「検索インデックス情報」、他のユーザの記録装置上で記録媒体から消
去されたコンテンツのＩＤからなる「消去情報」、他のユーザの記録装置上で作成された
記録コンテンツに関する「タイトル情報」を挙げることができる。
【００５２】
　また、パーソナル・コンピュータなどのネットワーク通信可能なユーザの端末装置に供
給する付加価値情報として、他のユーザの端末装置上において探索・閲覧されたサイトを
示すＵＲＬで表されるＷｅｂの「ブラウジング情報」、情報提供サーバなどの外部機器か
らネットワーク経由で他のユーザの端末装置にダウンロードされたダウンロード・ファイ
ルの格納場所を示すＵＲＬで表される「ダウンロード情報」、他のユーザの端末装置上で
ブックマーク登録されたサイトを示すＵＲＬで表される「ブックマーク情報」、他のユー
ザの端末装置内のハード・ディスク装置に蓄積されている複数のコンテンツを当該他のユ
ーザが仕分け（カテゴライズ）した「分類情報」などを挙げることができる。
【００５３】
　また、携帯電話や、ピア・ツー・ピア接続などの一対一通信が可能な通信端末装置に供
給する付加価値情報として、他のユーザの通信端末装置上で設定されている着信音を識別
する着信音ＩＤや、他のユーザの携帯電話から公衆電話網を介してサービス・センタなど
の外部機器に対して送信されたチケット予約情報を識別するサービスＩＤで表される「サ
ービス使用情報」などを挙げることができる。
【００５４】
　図３には、他メディアを利用したチューニング・サービスを提供することができるサー
バ１の機能構成を模式的に示している。サーバ１は、実際には、一般的な計算機システム
上で所定のサーバ・アプリケーションを実行するという形態で実装することができる。
【００５５】
　同図に示すように、サーバ１は、データ送受信部１１と、制御部１２と、データベース
１３と、マッチング度演算部１４とで構成される。
【００５６】
　データ送受信部１１は、テレビやステレオ、ビデオ・デッキ、ＤＶＤプレーヤなどのＡ
Ｖ機器、パーソナル・コンピュータなど、家庭内に設置された各メディアと相互接続して
、各メディア上で実行された複数のユーザによる操作情報などの情報収集を行う。メディ
アとの接続には、例えば、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）などの近距離無線データ通信
、ＩＥＥＥ１３９４、家庭内ＬＡＮ、インターネットのような広域ネットワーク、ケーブ
ルテレビ（ＣＡＴＶ）、その他の通信媒体が利用される。
【００５７】
　制御部１２は、オペレーティング・システム（ＯＳ）が提供するプログラム実行環境下
で、各種のプログラム・コードを実行することで、サーバ１上の動作を統括的にコントロ
ールする。制御部１２は、例えばＣＰＵ（Ｃｅｎｔｒａｌ　ＰｒｏｃｅｓｓｉｎｇＵｎｉ
ｔ）とメイン・メモリの組み合わせで構成される。
【００５８】
　データベース１３は、各ユーザが使用するメディアから受信したユーザ操作情報を蓄積
する。より具体的には、図１に示したように、ユーザＩＤ毎にすべてのユーザ操作情報を
蓄積する。
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【００５９】
　マッチング度演算部１４は、あるユーザが使用するメディアから受信したユーザ操作情
報と、データベース１３上の各データとのマッチング度を演算する機能モジュールである
。例えば、あるユーザが特定の機器に対して持つユーザ操作情報に類似するユーザをデー
タベース１３上で検索する。あるいは、あるユーザと類似の活動情報（後述）を持つユー
ザをデータベース１３上で検索する。
【００６０】
　制御部１２は、このマッチング度に基づいて、特定のユーザの付加価値情報を生成する
。生成された付加価値情報は、データ送受信部１１を介して、この特定のユーザが使用す
るメディアに転送される。
【００６１】
　本実施形態は、特定の機器／メディアに対する操作情報や嗜好情報が一致するユーザ同
士は他の機器／メディアに関しても操作情報や嗜好情報が類似するという前提に基づくも
のである。すなわち、ある特定の機器／メディアに対する操作情報や嗜好情報が一致又は
類似するユーザを見つけ出し、このユーザが持つ他の機器／メディアに関する操作情報や
嗜好情報を取り出して、これに基づいて、他のユーザに対して提供すべき付加価値情報を
生成し、データ送受信部１１を介して該当する機器／メディアに送信する。
【００６２】
　この結果、サーバ１は、あるメディア上で取得された嗜好情報や操作情報を利用して、
他のメディアでの機器制御サービスをチューニングすることができる。例えば、パーソナ
ル・コンピュータ上での操作情報や制御情報などの情報収集に基づいて、同じユーザにつ
いてのデジタルＴＶや、デジタル・ビデオ、携帯電話など他のメディアを自動制御するこ
とができる。
【００６３】
　以下では、他メディアを利用したチューニング・サービスについて、具体例を挙げて説
明する。
【００６４】
パーソナル・コンピュータ上での情報収集に基づくデジタルＴＶの自動制御：
　図４には、本発明に適用可能なパーソナル・コンピュータ（ＰＣ）２の機能構成を模式
的に示している。
【００６５】
　同図に示すように、パーソナル・コンピュータ２は、操作部２１と、制御部２２と、デ
ータ送受信部２３と、ＨＴＭＬデコード部２４と、表示部２５と、ハード・ディスク・ド
ライブなどの外部記憶装置２６と、ブックマーク登録監視部２７と、ダウンロード監視部
２８と、データ保存指示監視部２９と、データ消去指示監視部３０とで構成される。パー
ソナル・コンピュータ２は、オペレーティング・システムが提供するプログラム実行環境
下で、制御部２２が各種のプログラム・コードを実行するという形式でサービスを提供す
ることができる。以下、各部について説明する。
【００６６】
　操作部２１は、例えば、キーボードやマウスなどのユーザ入力装置で構成され、システ
ム２に対して指示コマンドを入力するために使用される。また、表示部２５は、例えば、
ＣＲＴ（Ｃａｔｈｏｄｅ　Ｒａｙ　Ｔｕｂｅ）ディスプレイやＬＣＤ（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃ
ｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ：液晶表示ディスプレイ）などで構成され、システム２内
の演算結果などに関する視覚的なユーザ・フィードバックを与えるために使用される。操
作部２１と表示部２５の組み合わせによりユーザ・インターフェースが構成される。一般
には、ＧＵＩ（Ｇｒａｐｈｉｃａｌ　Ｕｓｅｒ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）環境が提供されて
おり、ユーザは、表示部２５のデスクトップ画面上のアイコンをマウス・カーソルで直感
的に操作することによりシステムに対してコマンド入力を行うことができる。
【００６７】
　通常のパーソナル・コンピュータとして使用する場合、制御部２２は、アプリケーショ
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ン・プログラムを実行し、操作部２１と表示部２５とからなるユーザ・コンソールを用い
た対話的な動作に基づいて、さまざまな適応業務サービスを提供することができる。
【００６８】
　本実施形態では、操作部２１は、データの保存や消去などデータ編集に関するコマンド
入力、ブックマーク登録やダウンロードなど、インターネット上での情報探索作業のため
のコマンド入力を行うために使用される。また、操作部２１を介した入力コマンドは、制
御部２２がオペレーティング・システムの制御下で処理するようになっている。
【００６９】
　外部記憶装置２６は、ハード・ディスク装置（ＨＤＤ）のような、比較的大容量で不揮
発性の記憶装置で構成される。外部記憶装置２６は、制御部２２において実行するソフト
ウェア・プログラムのインストールや、各種データ・ファイルの保存のために使用される
。
【００７０】
　データ保存指示監視部２９は、外部記憶装置２６に対するファイルなどのデータ保存に
関する指示を監視する機能モジュールである。また、データ消去指示監視部３０は、外部
記憶装置２６からのデータ消去に関する指示を監視する機能モジュールである。この他、
操作部２１及び表示部２５などのユーザ・インターフェースを介してユーザにより編集さ
れたファイルやその編集の種類などを監視するデータ編集監視部（図示しない）を備えて
いてもよい。
【００７１】
　データ送受信部２３は、システム２を外部のホスト端末と相互接続するための機能モジ
ュールであり、例えば、ネットワーク・インターフェースと通信プロトコル・スタックの
組み合わせによって構成される。例えば、サーバ１とは、データ送受信部２３を介して接
続される。パーソナル・コンピュータ２は、収集したユーザ操作情報を、データ送受信部
２３によってサーバ１に転送したり、サーバ１が生成した付加価値情報を、データ送受信
部２３によって受信したりすることができる。
【００７２】
　データ送受信部２３は、例えば、ＬＡＮやインターネットなどのネットワークへの接続
を果たす。この他、データ送受信部２３は、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）やＩｒＤＡ
などの近距離無線データ通信、ＩＥＥＥ１３９４などの通信機能をサポートしていてもよ
い。
【００７３】
　ＨＴＭＬデコード部２４は、ＨＴＭＬ（Ｈｙｐｅｒ　Ｔｅｘｔ　Ｍａｒｋｕｐ　Ｌａｎ
ｇｕａｇｅ）形式で記述されたドキュメント・ファイルをデコードする機能モジュールで
ある。ＨＴＭＬドキュメントは、インターネットなどのＴＣＰ／ＩＰ（Ｔｒａｎｓｍｉｓ
ｓｉｏｎ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ／Ｉｎｔｅｒｎｅｔ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）
ネットワーク上では、ＵＲＬ形式の資源識別情報によってその所在が記述されるとともに
、ＨＴＴＰ（Ｈｙｐｅｒ　Ｔｅｘｔ　Ｔｒａｎｓｆｅｒ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）プロトコル
に従って転送可能であり（周知）、システム２は、データ送受信部２３を介して取得する
ことができる。
【００７４】
　ＨＴＭＬデコード部２４によりデコードされたＨＴＭＬドキュメントは、制御部２２が
実行するブラウザ画面上で処理される。すなわち、ブラウザは、ＨＴＭＬドキュメントの
デコード結果に基づいて、いわゆるホームページを形成して、表示部２５上に画面出力す
る。
【００７５】
　ブラウザが提示するホームページ画面上では、アンカーのクリック操作により、アンカ
ーに埋め込まれたリンク情報を起動して、ＴＣＰ／ＩＰネットワークを情報探索したり、
ネットワーク上の情報資源（ファイル、コンテンツなど）をダウンロードしたりすること
ができる。さらに、ブラウザは、頻繁に使用するＵＲＬをブックマーク登録する機能を装
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備している。
【００７６】
　ブックマーク登録監視部２７は、ブラウザ上でのブックマーク登録を監視する機能モジ
ュールである。また、ダウンロード監視部２８は、ネットワーク経由でのファイルやコン
テンツなどのデータのダウンロードを監視する機能モジュールである。この他、ネットワ
ーク上の外部装置（サーバなど）へのデータのアップロードを監視するアップロード監視
部（図示しない）を装備していてもよい。
【００７７】
　ブックマーク登録監視部２７、ダウンロード監視部２８、アップロード監視部、データ
保存指示監視部２９、データ消去指示監視部３０、データ編集監視部などの各監視部によ
って収集されたユーザ操作情報は、データ送受信部２３によってサーバ１に送信される。
【００７８】
　また、図５には、本発明に適用可能なデジタルＴＶ３の機能構成を模式的に示している
。
【００７９】
　同図に示すように、デジタルＴＶ３は、制御部３１と、操作部３２と、データ送受信部
３３と、記憶部３４と、チャンネル優先度制御部３５と、映像デコーダ３６と、自動チャ
ンネル切換制御部３７と、チューナ回路３８と、復調器３９と、デマルチプレクサ４０と
、音声デコーダ４１と、自動解像度制御部４２とで構成される。デジタルＴＶ３は、オペ
レーティング・システムが提供するプログラム実行環境下で、制御部３１が各種のプログ
ラム・コードを実行するという形式でサービスを提供することができる。以下、各部につ
いて説明する。
【００８０】
　このデジタルＴＶ３上で、デジタル放送波をテレビジョン受信するときには、チューナ
３８が、制御部３１からの指示通りに選局処理して、所定チャンネルの放送コンテンツを
受信する。そして、チューナ３８による受信信号が後続の復調器９によって復調処理され
て、ＭＰＥＧ（Ｍｏｖｉｎｇ　Ｐｉｃｔｕｒｅ　Ｅｘｐｅｒｔｓ　Ｇｒｏｕｐ）データ・
ストリームが生成され、デマルチプレクサ４０により映像信号と音声信号に分離される。
映像信号は、映像デコーダ３６によりデコードされ、ディスプレイ（図示しない）上で映
像出力される。また、音声信号は音声デコーダ４１でデコードされ、スピーカ（図示しな
い）によって音声出力される。
【００８１】
　操作部３２は、例えば、チャンネル切換ボタンや、音声調節ボタン、輝度調節ボタンな
ど、機器３に対する指示コマンドを入力するために使用される。操作部３２を介した入力
コマンドは、制御部３１がオペレーティング・システムの制御下で処理する。
【００８２】
　記憶部３４は、オペレーティング・システムやその他の制御部３１が実行するプログラ
ム・コードを格納したり、実行プログラムの作業データを一時記憶したりするために使用
される。また、データ送受信部３３を介してサーバ１から受信した付加価値情報は、記憶
部３４に一時記憶される。
【００８３】
　データ送受信部３３は、システム３を外部のホスト端末と相互接続するための機能モジ
ュールであり、例えば、ネットワーク・インターフェースと通信プロトコル・スタックの
組み合わせによって構成される。例えば、サーバ１とは、データ送受信部３３を介して接
続される。デジタルＴＶ３は、サーバ１において生成された付加価値情報を、データ送受
信部３３によって受信することができる。受信されたデータは、例えば記憶部３４に一時
保存される。
【００８４】
　図２を参照しながら既に説明したように、テレビやラジオなどの放送データを受信する
受信装置に与えられる付加価値情報としては、例えば、受信装置上でチューニングされる
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チャンネルＩＤからなる「チャンネル情報」、受信されるとともに再生される画像データ
の注目領域を示す「領域情報」、受信されるとともに再生されるオーディオ・データの音
量を示す「音量情報」などを挙げることができる。
【００８５】
　そして、受信装置３上では、サーバ１から受信した付加価値情報に基づいて機器操作を
自動制御することができる。例えば、チャンネル優先度制御部３５や自動チャンネル切換
制御部３７は、付加価値情報として受信したチャンネル情報に基づいて、チャンネル優先
度を決定したり自動チャンネル切換を行ったりすることができる。また、自動解像度制御
部４２は、付加価値情報として受信した領域情報に基づいて自動部分解像度創造を行うこ
とができる。また、付加価値情報として受信した音量情報に基づいて、自動音量制御を行
うことができる。
【００８６】
　サーバ１側では、パーソナル・コンピュータ２（図５を参照のこと）上でのユーザ操作
情報を収集してこれらのデジタルＴＶ３向けの付加価値情報を生成することから、他メデ
ィアを利用したデジタルＴＶ３のチューニング・サービスを実現することができる。
【００８７】
　なお、自動解像度制御部４２は、複数の解像度に対応するクラス分類用の予測係数によ
り映像デコーダ３６でデコードされる映像の解像度を制御可能で、記憶部３４に記憶され
る同一嗜好のユーザが好む予測係数の識別子を基に、自動的に映像デコーダ３６からの画
像出力の解像度を制御することができる。クラス分類適応処理の詳細に関しては、本出願
人に既に譲渡されている米国特許第５，５１７，５８８号明細書に開示されている。同特
許明細書は本明細書の記述は本明細書の一部を構成する。
【００８８】
　図６には、各ユーザのパーソナル・コンピュータ２上での操作情報や制御情報などの情
報収集に基づいてあるユーザのデジタルＴＶ３を自動制御するための処理手順をフローチ
ャートの形式で示している。この処理は、サーバ１、パーソナル・コンピュータ２、デジ
タルＴＶ３の各制御部１２、２２、３１が所定のプログラム・コードを実行して協調的に
動作することによって実現される。
【００８９】
　以下、このフローチャートに従って、他のユーザのパーソナル・コンピュータ２上での
情報収集に基づいたデジタルＴＶ３の自動チューニングについて説明する。
【００９０】
　まず、図４に示したパーソナル・コンピュータ２上での動作について説明する。ステッ
プＳ１１において、ユーザにより操作部２１が操作されＨＴＭＬ取得指示がされたと制御
部２２が判断すると、ステップＳ１２に進む。ＨＴＭＬ取得指示がない場合は、ステップ
Ｓ１３に進む。
【００９１】
　ステップＳ１２では、インターネットに接続されるサーバ１を介してデータ送受信部２
３がユーザ指示のあったＨＴＭＬデータを受信するとともに、制御部２２の制御下でＨＴ
ＭＬデコード部２４がＨＴＭＬデータをデコードし、表示部２５によりＨＴＭＬデータを
表示される。さらに、制御部２２は、外部記憶装置２６にあらかじめ登録されるユーザＩ
Ｄ、パーソナル・コンピュータ２上で探索・閲覧されたサイトを示すＵＲＬで表されるＷ
ｅｂの「ブラウジング情報」などのユーザ操作情報を、データ送受信部２３を介してサー
バ１に送信する。
【００９２】
　ステップＳ１３では、ブックマーク登録監視部２７において操作部２１でのユーザによ
るブックマーク登録指示があるか否かを監視する。そして、ブックマーク登録がありと判
定される場合は、ステップＳ１４に進み、ないと判定される場合はステップＳ１５に進む
。
【００９３】
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　ステップＳ１４では、制御部２２は、外部記憶装置２６にあらかじめ登録されているユ
ーザＩＤ、ブックマーク登録されたサイトを示すＵＲＬで表される「ブックマーク情報」
などのユーザ操作情報を、データ送受信部２３を介してサーバ１に送信する。
【００９４】
　ステップＳ１５では、ダウンロード監視部２８は、ユーザによる操作部２１を介したダ
ウンロード指示があるか否かを監視する。そして、ダウンロード指示があった場合は、ス
テップＳ１６に進み、ダウンロード指示がない場合はステップＳ１７に進む。
【００９５】
　ステップＳ１６では、制御部２２は、ユーザＩＤ、パーソナル・コンピュータ２上にダ
ウンロードされたダウンロード・ファイルの格納場所を示すＵＲＬで表される「ダウンロ
ード情報」などのユーザ操作情報を、データ送受信部２３を介してサーバ１に送信する。
【００９６】
　また、同様に、アップロード監視部は、ユーザによる操作部２１を介したアップロード
指示があるか否かを監視して、アップロードが指示された場合には、ユーザＩＤ、パーソ
ナル・コンピュータ２からアップロードされたファイルのＩＤとアップロード先の格納場
所を示すＵＲＬで表される「アップロード情報」などのユーザ操作情報をサーバ１に送信
するようにしてもよい。
【００９７】
　ステップＳ１７では、データ保存指示監視部２９が、ＨＴＭＬ情報に表示される情報の
データ保存指示が操作部２１上で起こったか否かを監視する。そして、ユーザによる保存
指示があった場合は、ステップＳ１８に進み、保存指示がない場合は、ステップＳ１９に
進む。
【００９８】
　ステップＳ１８では、制御部２２は、同様にユーザＩＤ、保存ＩＤ、保存対象に対応す
るＵＲＬデータなどのユーザ操作情報を、データ送受信部２３によってサーバ１に送信す
る。
【００９９】
　ステップＳ１９では、データ消去指示監視部３０は、ＨＤＤ２６に記録されるデータの
消去指示が操作部２１上で起こったか否かを監視する。そして、ユーザによるデータ消去
指示があった場合はステップＳ２０に進み、データ消去指示がない場合はステップＳ２１
に進む。
【０１００】
　ステップＳ２０では、制御部２２は、同様にユーザＩＤ、消去ＩＤ、消去対象に対応す
るＵＲＬデータ、あるいは消去対象のファイル名などのユーザ操作情報を、データ送受信
部２３によってサーバ１に送信する。
【０１０１】
　この他、パーソナル・コンピュータ２上でユーザによりデータ編集が行われた場合には
、編集されたファイルのＩＤと編集の種類を特定する編集ＩＤからなる「編集情報」など
のユーザ操作情報を、データ送受信部２３を介してサーバ１に送信するようにしてもよい
。
【０１０２】
　ステップＳ２１では、制御部２２は、ユーザによる終了指示があるか否かを判別する。
そして、終了指示がない場合はステップＳ１１に戻り、終了指示があった場合は、パーソ
ナル・コンピュータ２上での処理を終了する。
【０１０３】
　次いで、図３に示したサーバ１上での動作について説明する。ステップＳ２２において
、パーソナル・コンピュータ２（並びに他のメディアからの）ユーザ操作情報をデータ送
受信部１１で受信したか否かを制御部１２が判別する。そして、受信された場合はステッ
プＳ２３に進み、受信されていない場合はステップＳ２４に進む。
【０１０４】
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　ステップＳ２３では、制御部１２は、各ユーザのパーソナル・コンピュータ２上でのユ
ーザ操作情報を受信すると、ユーザＩＤ毎にデータベース１３に記憶して、データベース
化するように動作制御する。
【０１０５】
　ステップＳ２４では、制御部１２は、データ送受信部１１を介してクライアントからサ
ービス・リクエスト情報が受信されたか否かを判別する。サービス・リクエスト情報が受
信された場合はステップＳ２５に進み、サービス・リクエスト情報が受信されない場合は
ステップＳ２７の終了指示に進む。ここでは、デジタルＴＶ３をクライアントとし、ユー
ザＡが付加価値情報としてのＴＶ情報のサービスをリクエストする。
【０１０６】
　ステップＳ２５では、マッチング度演算部１４は、全データベース情報においてユーザ
Ａと他のユーザＩＤとのパーソナル・コンピュータ２に関するユーザ操作情報のマッチン
グ度を演算して、最もマッチング度が高いユーザＩＤを検出する。例えば、各カテゴリの
データのテキスト・ベースのマッチングを行い、完全一致の単語数などをマッチング度と
すればよい。また、一部一致などのマッチング度合いにより重み付けして処理しても構わ
ない。マッチング度が最も高いユーザのことを、以下では「類似ユーザ」とも呼ぶ。
【０１０７】
　ステップＳ２６では、制御部１２は、データベース１３上で検索を実行して、類似ユー
ザのユーザＩＤに対応するＴＶ情報を読み出すとともに、リクエストのあったユーザＡの
端末すなわちデジタルＴＶ３に対して、この検索結果をＴＶ情報として送信する。この場
合のＴＶ情報としては、チューニングされるチャンネルＩＤからなる「チャンネル情報」
、受信されるとともに再生される画像データの注目領域を示す「領域情報」、受信される
とともに再生されるオーディオ・データの音量を示す「音量情報」などが挙げられる。
【０１０８】
　ステップＳ２７では、制御部１２は、サーバ管理者による終了指示があるか否かを判別
する。そして、終了指示がない場合はステップＳ２２に戻り、終了指示があった場合は、
サーバ１上での処理を終了する。
【０１０９】
　次いで、図５に示したデジタルＴＶ３上での動作について説明する。
【０１１０】
　ステップＳ２８において、制御部３１は、ユーザによる操作部３２を介したサービス・
リクエスト要求を受け付けたか否かを判別する。そして、サービス・リクエスト要求を受
け付けた場合はステップＳ２９に進み、受け付けていない場合はステップＳ３０に進む。
【０１１１】
　ステップＳ２９では、制御部３１は、ユーザＡ及びＴＶ情報というデータのリクエスト
を、データ送受信部３３を介してサーバ１に送信する。
【０１１２】
　ステップＳ３０では、制御部３１は、サーバ１から付加価値情報としてのＴＶ情報がデ
ータ送受信部３３を介して受信されたか否かを判別する。そして、受信された場合はステ
ップＳ３１に進み、受信されていない場合はステップＳ３２に進む。
【０１１３】
　ステップＳ３１では、制御部３１は、受信したＴＶ情報を記憶部３４に記憶するように
制御する。
【０１１４】
　ステップＳ３２では、制御部３１は、ユーザによりチャンネル選択画面再生が指示され
たか否かを判別する。そして、チャンネル選択画面再生が指示された場合はステップＳ３
３に進み、指示されない場合はステップＳ３４に進む。
【０１１５】
　ステップＳ３３では、チャンネル優先度制御部３５は、記憶部３４に記憶される同一嗜
好を持つ類似ユーザのチャンネル優先度に応じて、映像デコーダ３６を介してチャンネル
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選択画面を再生する。すなわち、同一嗜好ユーザが頻繁に見ていたチャンネルが例えば上
に表示されるように、チャンネル選択画面が自動的にカスタマイズされて再生され、自動
チューニング・サービスが実現する。
【０１１６】
　ステップＳ３４では、制御部３１は、ユーザにより自動チャンネル切換が指示されたか
否かを判別する。そして、自動チャンネル切換が指示された場合はステップＳ３５に進み
、指示されない場合はステップＳ３６に進む。
【０１１７】
　ステップＳ３５では、自動チャンネル切換制御部３７は、記憶部３４に記憶される自動
チャンネル切換情報に応じて、自動的にチャンネルが切り替えられる。すなわち、類似ユ
ーザが現在視聴するチャンネルに自動的に切り替えるように制御する。例えば、制御部３
１がチューナ回路３８を制御することによって実現される。チャンネルが切り替えられた
チューナ回路３８の出力は、復調器３９で復調され、デマルチプレクサ４０で音声データ
と映像データに分離される。音声データは音声デコーダ４１でデコードされるとともに再
生され、映像データは映像デコーダ３６でデコードされるとともに再生される。
【０１１８】
　また、記憶部３４に記憶されている音量情報に基づいて、受信又は再生されるオーディ
オ・データの音量を自動調整するようにしてもよい。
【０１１９】
　ステップＳ３６では、制御部１２は、ユーザによる終了指示があるか否かを判別する。
そして、終了指示がない場合はステップＳ２８に戻り、終了指示があった場合はデジタル
ＴＶ３上での処理を終了する。
【０１２０】
　なお、図６に示した処理ルーチンでは、デジタルＴＶ３の自動解像度制御を含んでいな
いが、勿論、他メディアすなわちパーソナル・コンピュータ２から得たユーザ操作情報を
基に「領域情報」を特定して、自動解像度制御部４２は、デジタルＴＶ３上で自動解像度
制御を行うようにしてもよい。この場合、制御部３１は、ユーザにより自動解像度制御の
指示がされたか否かを判別する。そして、自動解像度制御が指示された場合、自動解像度
制御部４２は、複数の解像度に対応するクラス分類用の予測係数により映像デコーダ３６
でデコードされる映像の解像度を制御して、記憶部３４に記憶される同一嗜好のユーザが
好む予測係数の識別子を基に、自動的に映像デコーダ３６からの画像出力の解像度を制御
する。
【０１２１】
　なお、クラス分類適応処理の詳細に関しては、本出願人に既に譲渡されている米国特許
第５，５１７，５８８号明細書に開示されている。同特許明細書は本明細書の記述は本明
細書の一部を構成する。
【０１２２】
パーソナル・コンピュータ上での情報収集に基づくデジタル・ビデオの自動制御：
　パーソナル・コンピュータ２と、サーバ１と、デジタル・ビデオ５との協働的な動作に
より、デジタル・ビデオ５の自動制御機能を実現することができる。
【０１２３】
　サーバ１並びにパーソナル・コンピュータ２は、それぞれ図３及び図４に示した機能構
成を持つ各装置をそのまま適用することができるので、ここでは説明を省略する。
【０１２４】
　図７には、本発明に適用可能なデジタル・ビデオ５の機能構成を模式的に示している。
【０１２５】
　同図に示すように、デジタル・ビデオ５は、制御部５１と、データ送受信部５３と、記
憶部５４と、番組自動録画制御部５５と、ダイジェスト作成制御部５６と、検索インデッ
クス作成制御部５７と、操作部３２と、映像デコーダ３６と、チューナ回路３８と、復調
器３９と、デマルチプレクサ４０と、音声デコーダ４１と、自動解像度制御部４２とで構
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成される。このデジタル・ビデオ５は、オペレーティング・システムが提供するプログラ
ム実行環境下で、制御部５１が各種のプログラム・コードを実行するという形式で、ビデ
オ再生に関連するサービスを提供することができる。以下、各部について説明する。
【０１２６】
　このデジタル・ビデオ５上で、デジタル放送波をテレビジョン受信するときには、チュ
ーナ３８が、制御部５１からの指示通りに選局処理して、所定チャンネルの放送コンテン
ツを受信する。そして、チューナ３８による受信信号が後続の復調器９によって復調処理
されて、ＭＰＥＧデータ・ストリームが生成され、デマルチプレクサ４０により映像信号
と音声信号に分離される。映像信号は、映像デコーダ３６によりデコードされ、ディスプ
レイ（図示しない）上で映像出力される。また、音声信号は音声デコーダ４１でデコード
され、スピーカ（図示しない）によって音声出力される。
【０１２７】
　操作部３２は、例えば、チャンネル切換ボタンや、音声調節ボタン、輝度調節ボタンの
他、ビデオ録画並びに録画予約、録画コンテンツの再生、早送り、巻き戻し、一時停止、
頭出しなどの指示コマンドを入力するために使用される。操作部３２を介した入力コマン
ドは、制御部５１がオペレーティング・システムの制御下で処理する。
【０１２８】
　記憶部５４は、オペレーティング・システムやその他の制御部５１が実行するプログラ
ム・コードを格納したり、実行プログラムの作業データを一時記憶したりするために使用
される。また、データ送受信部５３を介してサーバ１から受信した付加価値情報は、記憶
部５４に一時記憶される。
【０１２９】
　データ送受信部５３は、システム５を外部のホスト端末と相互接続するための機能モジ
ュールであり、例えば、ネットワーク・インターフェースと通信プロトコル・スタックの
組み合わせによって構成される。例えば、サーバ１とは、データ送受信部５３を介して接
続される。デジタル・ビデオ５は、サーバ１において生成された付加価値情報を、データ
送受信部５３によって受信することができる。受信されたデータは、例えば記憶部５４に
一時保存される。
【０１３０】
　図２を参照しながら既に説明したように、デジタル・ビデオ５やその他の放送コンテン
ツ記録再生装置に与えられる付加価値情報は、コンテンツＩＤ及び記録時間を表す「記録
予約情報」、他のユーザの録画・記録装置上で既に記録が予約されている記録予約日時情
報を示す「記録予約情報」、他のユーザにより作成された再生コンテンツの「ダイジェス
ト情報」や再生コンテンツの検索のために作成された「検索インデックス情報」、他のユ
ーザの記録装置上で記録媒体から消去されたコンテンツのＩＤからなる「消去情報」、他
のユーザの記録装置上で作成された記録コンテンツに関する「タイトル情報」などである
。
【０１３１】
　番組自動録画制御部５５、ダイジェスト作成制御部５６、検索インデックス作成制御部
５７は、サーバ１から受信した付加価値情報に基づいて、番組自動録画制御、ダイジェス
ト作成制御、検索インデックス作成制御をそれぞれ自動的に行う。
【０１３２】
　サーバ１は、パーソナル・コンピュータ２（図５を参照のこと）上でのユーザ操作を収
集してこれらの付加価値情報を生成することから、他メディアを利用したデジタル・ビデ
オ５のチューニング・サービスを実現することができる、という点を充分理解されたい。
【０１３３】
　図８には、各ユーザのパーソナル・コンピュータ２上での情報収集に基づいてあるユー
ザのデジタル・ビデオ５を自動制御するための処理手順をフローチャートの形式で示して
いる。この処理は、サーバ１、パーソナル・コンピュータ２、デジタル・ビデオ５の各制
御部１２，２２，５１が所定のプログラム・コードを実行して協調的に動作することによ
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って実現される。
【０１３４】
　以下、このフローチャートに従って、各ユーザのパーソナル・コンピュータ２上でのユ
ーザ操作情報の情報収集に基づいたデジタル・ビデオ５の自動制御について説明する。
【０１３５】
　まず、図４に示したパーソナル・コンピュータ２上での動作について説明する。ステッ
プＳ４１において、ＨＴＭＬ取得指示がされたと制御部２２が判断するとステップＳ４２
に進み、ＨＴＭＬ取得指示がない場合はステップＳ４３に進む。
【０１３６】
　ステップＳ４２では、インターネットに接続されるサーバ１を介してデータ送受信部２
３がユーザ指示のあったＨＴＭＬデータを受信するとともに、制御部２２の制御下でＨＴ
ＭＬデコード部２４がＨＴＭＬデータをデコードし、表示部２５によりＨＴＭＬデータを
表示される。さらに、制御部２２は、外部記憶装置２６にあらかじめ登録されるユーザＩ
Ｄ、パーソナル・コンピュータ２上で探索・閲覧されたサイトを示すＵＲＬで表されるＷ
ｅｂの「ブラウジング情報」などのユーザ操作情報を、データ送受信部２３を介してサー
バ１に送信する。
【０１３７】
　ステップＳ４３では、ブックマーク登録監視部２７においてユーザによるブックマーク
登録指示があるか否かを監視し、ブックマーク登録がありと判定される場合はステップＳ
４４に進み、ない場合はステップＳ４５に進む。
【０１３８】
　ステップ４４では、制御部２２は、外部記憶装置２６にあらかじめ登録されているユー
ザＩＤ、ブックマーク登録されたサイトを示すＵＲＬで表される「ブックマーク情報」な
どのユーザ操作情報を、データ送受信部２３を介してサーバ１に送信する。
【０１３９】
　ステップＳ４５では、ダウンロード監視部２８は、ユーザによるダウンロード指示があ
るか否かを監視し、ダウンロード指示があった場合はステップＳ４６に進み、ダウンロー
ド指示がない場合はステップＳ４７に進む。
【０１４０】
　ステップＳ４６では、制御部２２は、ユーザＩＤ、パーソナル・コンピュータ２上にダ
ウンロードされたダウンロード・ファイルの格納場所を示すＵＲＬで表される「ダウンロ
ード情報」などのユーザ操作情報を、データ送受信部２３を介してサーバ１に送信する。
【０１４１】
　また、同様に、アップロード監視部は、ユーザによる操作部２１を介したアップロード
指示があるか否かを監視して、アップロードが指示された場合には、ユーザＩＤ、パーソ
ナル・コンピュータ２からアップロードされたファイルのＩＤとアップロード先の格納場
所を示すＵＲＬで表される「アップロード情報」などのユーザ操作情報をサーバ１に送信
するようにしてもよい。
【０１４２】
　ステップＳ４７では、データ保存指示監視部２９が、ＨＴＭＬ情報に表示される情報の
データ保存指示が操作部２１上で起こったか否かを監視し、ユーザによる保存指示があっ
た場合はステップＳ４８に進み、保存指示がない場合はステップＳ４９に進む。
【０１４３】
　ステップＳ４８では、制御部２２は、同様にユーザＩＤ、保存ＩＤ、保存対象に対応す
るＵＲＬデータなどのユーザ操作情報を、データ送受信部２３によってサーバ１に送信す
る。
【０１４４】
　ステップＳ４９では、データ消去指示監視部３０は、ＨＤＤ２６に記録されるデータの
消去指示が操作部２１上で起こったか否かを監視し、ユーザによるデータ消去指示があっ
た場合はステップＳ５０に進み、データ消去指示がない場合はステップＳ５１に進む。
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【０１４５】
　ステップＳ５０では、制御部２２は、同様にユーザＩＤ、消去ＩＤ、消去対象に対応す
るＵＲＬデータ、あるいは消去対象のファイル名などのユーザ操作情報を、データ送受信
部２３によってサーバ１に送信する。
【０１４６】
　この他、パーソナル・コンピュータ２上でユーザによりデータ編集が行なわれた場合に
は、編集されたファイルのＩＤと編集の種類を特定する編集ＩＤからなる「編集情報」な
どのユーザ操作情報を、データ送受信部２３を介してサーバ１に送信するようにしてもよ
い。
【０１４７】
　ステップＳ５１では、制御部２２は、ユーザによる終了指示があるか否かを判別し、終
了指示がない場合はステップＳ４１に戻り、終了指示があった場合はパーソナル・コンピ
ュータ２上での処理を終了する。
【０１４８】
　次いで、図３に示したサーバ１上での動作について説明する。ステップＳ５２において
、パーソナル・コンピュータ２（並びに他のメディアからの）ユーザ情報をデータ送受信
部１１で受信したか否かを判別し、受信された場合はステップＳ５３に進み、受信されて
いない場合はステップＳ５４に進む。
【０１４９】
　ステップＳ５３では、制御部１２は、各ユーザのパーソナル・コンピュータ２上でのユ
ーザ操作情報を受信すると、これらをユーザＩＤ毎にデータベース１３に記憶して、デー
タベース化するように動作制御する。
【０１５０】
　ステップＳ５４では、制御部１２は、データ送受信部１１を介してクライアントからサ
ービス・リクエスト情報が受信されたか否かを判別する。受信された場合はステップＳ５
５に進み、受信されない場合はステップＳ５７の終了指示に進む。ここでは、デジタル・
ビデオ５をクライアントとし、ユーザＡが付加価値情報としてのビデオ情報のサービスを
リクエストする。
【０１５１】
　ステップＳ５５において、マッチング度演算部１４は、全データベース情報においてユ
ーザＡと他のユーザＩＤとのパーソナル・コンピュータに関するユーザ操作情報のマッチ
ング度を演算して、最もマッチング度が高いユーザＩＤを類似ユーザとして検出する。例
えば、各カテゴリのデータのテキスト・ベースのマッチングを行い、完全一致の単語数な
どをマッチング度とすればよい。また、一部一致などのマッチング度合いにより重み付け
しても構わない。
【０１５２】
　ステップＳ５６では、制御部１２は、データベース１３で検索を実行して、類似ユーザ
のユーザＩＤに対応するビデオ情報を読み出すとともに、リクエストのあったユーザＡの
端末に対して付加価値情報としてのビデオ情報をデータ送受信部１１から送信する。この
場合のビデオ情報としては、コンテンツＩＤ及び記録時間を表す「記録予約情報」、類似
ユーザの録画・記録装置上で既に記録が予約されている記録予約日時情報を示す「記録予
約情報」、類似ユーザにより作成された再生コンテンツの「ダイジェスト情報」や再生コ
ンテンツの検索のために作成された「検索インデックス情報」、他のユーザの記録装置上
で記録媒体から消去されたコンテンツのＩＤからなる「消去情報」、他のユーザの記録装
置上で作成された記録コンテンツに関する「タイトル情報」などが挙げられる。
【０１５３】
　ステップＳ５７では、制御部１２は、サーバ管理者による終了指示があるか否かを判別
する。そして、終了指示がない場合はステップＳ５２に戻り、終了指示があった場合は、
サーバ１上での処理を終了する。
【０１５４】
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　次いで、図７に示したデジタル・ビデオ５上での動作について説明する。ステップＳ５
８において、制御部３１は、ユーザによる操作部３２を介したサービス・リクエスト要求
を受け付けたか否かを判別する。そして、サービス・リクエスト要求を受け付けた場合は
ステップＳ５９に進み、受け付けていない場合はステップＳ６０に進む。
【０１５５】
　ステップＳ５９において、制御部５１は、データ送受信部５３を介してユーザＡ及びビ
デオ情報というデータ・リクエストをサーバ１に送信する。
【０１５６】
　ステップＳ６０では、制御部５１はデータ送受信部５３を介してのサーバ１からビデオ
情報が受信されたか否かを判別する。そして、付加価値情報としてのビデオ情報が受信さ
れた場合はステップＳ６１に進み、ビデオ情報が受信されていない場合はステップＳ６２
に進む。
【０１５７】
　ステップＳ６１では、制御部５１は、受信したビデオ情報を記憶部５４に記憶するよう
に制御する。
【０１５８】
　ステップＳ６２では、制御部５１は、ユーザにより番組自動予約が指示されたか否かを
判別する。そして、番組自動予約が指示された場合はステップＳ６３に進み、番組自動予
約が指示されない場合はステップＳ６４に進む。
【０１５９】
　ステップＳ６３では、番組自動録画制御部５５は、ユーザにより指定された時間、並び
にチャンネルの番組を自動的に記憶部５４に記憶する。さらに、記憶部５４に記憶されて
いるビデオ情報すなわち同一嗜好の類似ユーザの記録予約情報に基づいて、自動的に録画
予約設定するとともに、設定時間には自動的に記憶部５４に番組を記憶する。ここでは、
受信情報のデコード処理は上述と同様なので、説明を省略する。
【０１６０】
　ステップＳ６４では、制御部５１は、ユーザによりダイジェスト作成が指示されたか否
かを判別する。そして、ダイジェスト作成が指示された場合はステップＳ６５に進み、ダ
イジェスト作成が指示されない場合はステップＳ６６に進む。
【０１６１】
　ステップＳ６５では、ダイジェスト作成制御部５６は、記憶部５４に記憶されるビデオ
情報すなわち同一嗜好を持つ類似ユーザのダイジェスト作成情報、すなわちコンテンツＩ
Ｄとダイジェスト作成のための時間情報に応じて、同一コンテンツが記憶部５４に記憶さ
れている場合には自動的にダイジェスト映像を作成して、記憶部５４の別領域に記録する
。
【０１６２】
　ここで、同一嗜好のユーザのダイジェスト作成情報とは、同一嗜好のユーザの手作業に
よりあらかじめ作成されたダイジェスト情報のことであり、コンテンツＩＤと、ダイジェ
スト画面となるフレームあるいはフィールドのＩＤあるいは時間情報で構成される。
【０１６３】
　ステップＳ６６では、制御部５１は、ユーザにより検索インデックス作成指示がされた
か否かを判別する。そして、検索インデックス作成指示が指示された場合はステップＳ６
７に進み、検索インデックス作成指示が指示されない場合は終了指示に進む。
【０１６４】
　ステップＳ６７では、検索インデックス作成制御部５７は、記憶部５４に記憶される同
一嗜好を持つ類似ユーザの検索インデックス作成情報、すなわちコンテンツＩＤと検索イ
ンデックス作成のための時間情報に応じて、同一コンテンツが記憶部５４に記憶されてい
る場合には自動的に検索インデックスを作成して記憶部５４の別領域に記憶する。
【０１６５】
　ここで、同一嗜好のユーザの検索インデックス作成情報とは、同一嗜好のユーザの手作
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業によりあらかじめ作成された検索インデックス情報のことである。ここで言う検索イン
デックス情報とは、特徴的なフレームあるいはフィールドをブックマーク（しおり）にす
ることにより作成される。例えば、ユーザがビデオ・データをランダム・アクセスして所
望の場面を探索する際に、ブックマークを探索していくことにより早い段階でユーザが所
望する場面を探索することができる。本検索インデックス情報は、コンテンツＩＤと、検
索インデックス画面となるフレームあるいはフィールドのＩＤあるいは時間情報で構成さ
れる。
【０１６６】
　ステップＳ６８では、制御部１２は、ユーザによる終了指示があるか否かを判別する。
そして、終了指示がない場合はステップＳ５８に戻り、終了指示があった場合はデジタル
・ビデオ５上での処理を終了する。
【０１６７】
パーソナル・コンピュータ上での情報収集に基づく携帯電話の自動制御：
　パーソナル・コンピュータ２と、サーバ１と、携帯電話６との協働的な動作によって、
携帯電話の自動制御機能を実現することができる。
【０１６８】
　サーバ１並びにパーソナル・コンピュータ２は、それぞれ図３及び図４に示した機能構
成を持つ各装置をそのまま適用することができるので、ここでは説明を省略する。
【０１６９】
　図９には、本発明に適用可能な携帯電話６の機能構成を模式的に示している。同図に示
すように、携帯電話６は、制御部６１と、チャネルＣＯＤＥＣ６２と、変調部６３と、Ｒ
Ｆ回路６４と、復調部６５と、記憶部６６と、復号部６７と、Ｄ／Ａ変換器６８と、スピ
ーカ６９と、チケット予約情報自動作成部７０と、符号化部７１と、復号化部７２と、Ａ
／Ｄ変換器７３と、マイクロフォン７４と、操作部７５と、表示部７６と、自動着メロ更
新部７７とで構成される。この携帯電話６は、オペレーティング・システムが提供するプ
ログラム実行環境下で、制御部５１が各種のプログラム・コードを実行するという形式で
サービスを提供することができる。以下、各部について説明する。
【０１７０】
　この携帯電話６上で、通常の電話回線接続を行う場合、ＲＦ回路６４が、携帯電話基地
局（図示しない）からアンテナ受信したアナログ伝送信号をダウンコンバートする。次い
で、復調部６５によって所定の復調情報並びにタイミングに従って復調処理され、チャネ
ルＣＯＤＥＣ６２によってチャネル復号化され、復号部７２により復号処理され、さらに
、Ｄ／Ａ変換器６８によりアナログ音声信号に変換されて、スピーカ６９から音声出力さ
れる。
【０１７１】
　一方、マイクロフォン７４を介して入力された音声信号は、Ａ／Ｄ変換器７３によりデ
ジタル信号に変換された後、符号化部７１により符号化され、チャネルＣＯＤＥＣ６２に
よりチャネル符号化され、変調部６３によって所定の変調情報及びタイミングに従って変
調処理される。そして、ＲＦ回路６４によって伝送信号にアップコンバートしてから携帯
電話基地局（図示しない）に向けてアンテナ送信される。
【０１７２】
　また、本実施形態に係る携帯電話６は、制御部６１による処理データを携帯電話網経由
で送受信する機能も備えている。例えば、携帯電話網を介して所定のプロバイダ又はサー
ビス・センタに交換機接続され、チケット予約などのサービスを享受することができる。
また、携帯電話網を介してサーバ１（図３を参照のこと）にも接続され、他メディア上の
ユーザ操作情報に基づいて生成された付加価値情報を受信することができる。
【０１７３】
　携帯電話６がデータ送信を行う場合、制御部６１が扱うデータは、チャネルＣＯＤＥＣ
６２によりチャネル符号化され、変調部６３により所定の変調情報及びタイミングに従っ
て変調処理され、ＲＦ回路６４によって伝送信号にアップコンバートしてから携帯電話基
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地局に向けてアンテナ送信される。
【０１７４】
　また、携帯電話６がデータ受信を行う場合、携帯電話基地局（図示しない）からアンテ
ナ受信したアナログ伝送信号は、ＲＦ回路６４によってダウンコンバートされ、復調部に
よって所定の復調情報並びにタイミングに従って復調処理され、チャネルＣＯＤＥＣ６２
によりチャネル復号化されることによって、制御部６１において処理可能な形式のデータ
に復元される。
【０１７５】
　操作部７５は、例えば、数字キーや機能ボタンなどのユーザ入力装置で構成され、シス
テム６に対して指示コマンドを入力するために使用される。また、表示部７６は、ＬＣＤ
などで構成され、視覚的なユーザ・フィードバックを与えるために使用される。
【０１７６】
　本実施形態では、操作部７５は、電話番号の入力や着メロの設定、チケット購入などの
各種サービス使用に関するコマンド入力を行うために使用される。また、操作部７５を介
した入力コマンドは、制御部６１がオペレーティング・システムの制御下で処理するよう
になっている。
【０１７７】
　記憶部６６は、オペレーティング・システムやその他の制御部６１が実行するプログラ
ム・コードを格納したり、実行プログラムの作業データを一時記憶したりするために使用
される。
【０１７８】
　また、記憶部６６には、いわゆる「着メロ」を始めとする着信音用の各種の音声データ
が格納されている。記憶部６６に格納された音声データは、復号部６７により復号処理さ
れ、Ｄ／Ａ変換器６８によりアナログ音声信号に変換された後、スピーカ６９を介して音
声出力される。
【０１７９】
　また、携帯電話網を介してサーバ１から受信した付加価値情報は、記憶部６６に一時記
憶される。図２を参照しながら既に説明したように、携帯電話６に与えられる付加価値情
報は、他のユーザの通信端末装置上で設定されている着信音を識別する着信音ＩＤや、他
のユーザの携帯電話から公衆電話網を介してサービス・センタなどの外部機器に対して送
信されたチケット予約情報を識別するサービスＩＤで表される「サービス使用情報」など
である。
【０１８０】
　チケット予約情報自動作成部７０並びに自動着メロ更新部７７は、サーバ１から受信し
た付加価値情報に基づいて、チケット予約情報作成及び着メロ更新をそれぞれ自動的に行
う。
【０１８１】
　サーバ１は、パーソナル・コンピュータ２（図５を参照のこと）上でのユーザ操作情報
を収集して、携帯電話６向けの付加価値情報を生成することから、他メディアを利用した
携帯電話６のチューニング・サービスを実現することができる、という点を充分理解され
たい。
【０１８２】
　図１０には、複数ユーザによるパーソナル・コンピュータ２上でのユーザ操作情報や制
御情報に基づいて携帯電話６を自動制御するための処理手順をフローチャートの形式で示
している。この処理は、サーバ１、パーソナル・コンピュータ２、携帯電話６の各制御部
１２、２２、６１が所定のプログラム・コードを実行して協調的に動作することによって
実現される。
【０１８３】
　以下、このフローチャートに従って、複数ユーザによるパーソナル・コンピュータ２上
での操作情報に基づいたあるユーザの携帯電話６の自動チューニング・サービスについて
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説明する。
【０１８４】
　まず、図４に示したパーソナル・コンピュータ２上での動作について説明する。ステッ
プＳ７１において、ユーザにより操作部２１が操作されＨＴＭＬ取得指示がされたと制御
部２２が判断すると、ステップＳ７２に進む。ＨＴＭＬ取得指示が無い場合は、ステップ
Ｓ１３に進む。
【０１８５】
　ステップＳ７２では、インターネットに接続されるサーバ１を介してデータ送受信部２
３がユーザ指示のあったＨＴＭＬデータを受信するとともに、制御部２２の制御下でＨＴ
ＭＬデコード部２４がＨＴＭＬデータをデコードし、表示部２５によりＨＴＭＬデータを
表示される。さらに、制御部２２は、外部記憶装置２６にあらかじめ登録されるユーザＩ
Ｄ、パーソナル・コンピュータ２上で探索・閲覧されたサイトを示すＵＲＬで表されるＷ
ｅｂの「ブラウジング情報」などのユーザ操作情報を、データ送受信部２３を介してサー
バ１に送信する。
【０１８６】
　ステップＳ７３では、ブックマーク登録監視部２７において操作部２１でのユーザによ
るブックマーク登録指示があるか否かを監視する。そして、ブックマーク登録がありと判
定される場合は、ステップＳ１４に進み、ないと判定される場合はステップＳ７５に進む
。
【０１８７】
　ステップＳ７４では、制御部２２は、外部記憶装置２６にあらかじめ登録されているユ
ーザＩＤ、ブックマーク登録されたサイトを示すＵＲＬで表される「ブックマーク情報」
などのユーザ操作情報を、データ送受信部２３を介してサーバ１に送信する。
【０１８８】
　ステップＳ７５では、ダウンロード監視部２８は、ユーザによる操作部２１を介したダ
ウンロード指示があるか否かを監視する。そして、ダウンロード指示があった場合は、ス
テップＳ７６に進み、ダウンロード指示がない場合はステップＳ７７に進む。
【０１８９】
　ステップＳ７６では、制御部２２は、ユーザＩＤ、パーソナル・コンピュータ２上にダ
ウンロードされたダウンロード・ファイルの格納場所を示すＵＲＬで表される「ダウンロ
ード情報」などのユーザ操作情報を、データ送受信部２３を介してサーバに送信する。
【０１９０】
　また、同様に、アップロード監視部は、ユーザによる操作部２１を介したアップロード
指示があるか否かを監視して、アップロードが指示された場合には、ユーザＩＤ、パーソ
ナル・コンピュータ２からアップロードされたファイルのＩＤとアップロード先の格納場
所を示すＵＲＬで表される「アップロード情報」などのユーザ操作情報をサーバ１に送信
するようにしてもよい。
【０１９１】
　ステップＳ７７では、データ保存指示監視部２９が、ＨＴＭＬ情報に表示される情報の
データ保存指示が操作部２１上で起こったか否かを監視する。そして、ユーザによる保存
指示があった場合は、ステップＳ７８に進み、保存指示が無い場合は、ステップＳ７９に
進む。
【０１９２】
　ステップＳ７８では、制御部２２は、同様にユーザＩＤ、保存ＩＤ、保存対象に対応す
るＵＲＬデータなどのユーザ操作情報を、データ送受信部２３によってサーバ１に送信す
る。
【０１９３】
　ステップＳ７９では、データ消去指示監視部３０は、外部記憶装置２６に記録されるデ
ータの消去指示が操作部２１上で起こったか否かを監視する。そして、ユーザによるデー
タ消去指示があった場合はステップＳ８０に進み、データ消去指示がない場合はステップ
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Ｓ８１に進む。
【０１９４】
　ステップＳ８０では、制御部２２は、同様にユーザＩＤ、消去ＩＤ、消去対象に対応す
るＵＲＬデータ、あるいは消去対象のファイル名などのユーザ操作情報を、データ送受信
部２３によってサーバ１に送信する。
【０１９５】
　この他、パーソナル・コンピュータ２上でユーザによりデータ編集が行なわれた場合に
は、編集されたファイルのＩＤと編集の種類を特定する編集ＩＤからなる「編集情報」な
どのユーザ操作情報を、データ送受信部２３を介してサーバ１に送信するようにしてもよ
い。
【０１９６】
　ステップＳ８１では、制御部２２は、ユーザによる終了指示があるか否かを判別する。
そして、終了指示が無い場合はステップＳ１１に戻り、終了指示があった場合は、パーソ
ナル・コンピュータ２上での処理を終了する。
【０１９７】
　次いで、図３に示したサーバ１上での動作について説明する。ステップＳ８２において
、パーソナル・コンピュータ２（並びに他のメディアからの）ユーザ情報をデータ送受信
部１１で受信したか否かを制御部１２が判別し、受信された場合はステップＳ８３に進み
、受信されていない場合はステップＳ８４に進む。
【０１９８】
　ステップＳ８３では、制御部１２は、各ユーザのパーソナル・コンピュータ２上でのユ
ーザ操作情報を受信すると、これらをユーザＩＤ毎にデータベース１３に記憶して、デー
タベース化するように動作制御する。
【０１９９】
　ステップＳ８４では、制御部１２は、データ送受信部１１を介してクライアントからサ
ービス・リクエスト情報が受信されたか否かを判別する。そして、サービス・リクエスト
情報が受信された場合はステップＳ８５に進み、サービス・リクエスト情報が受信されな
い場合はステップＳ８７の終了指示に進む。ここでは、携帯電話６をクライアントとし、
ユーザＡが付加価値情報としての携帯電話情報のサービスをリクエストする。
【０２００】
　ステップＳ８５では、マッチング度演算部１４は、全データベース情報においてユーザ
Ａと他のユーザＩＤとのパーソナル・コンピュータに関するユーザ操作情報のマッチング
度を演算して、最もマッチング度が高いユーザＩＤを類似ユーザとして検出する。例えば
、各カテゴリのデータのテキスト・ベースのマッチングを行い、マッチング度は完全一致
の単語数などであればよい。また、一部一致などのマッチング度合いにより重み付けして
も構わない。
【０２０１】
　ステップＳ８６では、制御部１２は、データベース１３で検索を実行して、類似ユーザ
のユーザＩＤに対応するデータベース１３の携帯電話情報を読み出すとともに、リクエス
トのあったユーザＡの端末に対して付加価値情報としての携帯電話情報をデータ送受信部
１１から送信する。
【０２０２】
　この場合の携帯電話情報としては、他のユーザの通信端末装置上で設定されている着信
音を識別する着信音ＩＤや、他のユーザの携帯電話から公衆電話網を介してサービス・セ
ンタなどの外部機器に対して送信されたチケット予約情報を識別するサービスＩＤで表さ
れる「サービス使用情報」などが挙げられる。
【０２０３】
　ステップＳ８７では、制御部１２は、サーバ管理者による終了指示があるか否かを判別
する。そして、終了指示がない場合はステップＳ８２に戻り、終了指示があった場合は、
サーバ１上での処理を終了する。
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【０２０４】
　次いで、図９に示した携帯電話６上での動作について説明する。ステップＳ８８におい
て、制御部６１は、ユーザによる操作部７５を介したサービス・リクエスト要求を受け付
けたか否かを判別する。そして、サービス・リクエスト要求を受け付けた場合はステップ
Ｓ８９に進み、受け付けていない場合はステップＳ９０に進む。
【０２０５】
　ステップＳ８９では、制御部６１は、チャネルＣＯＤＥＣ回路６２、変調部６３、ＲＦ
回路６４を介して、ユーザＡ、携帯電話情報というサービス・リクエスト情報をサーバ１
に送信する。
【０２０６】
　ステップＳ９０では、制御部６１は、アンテナから受信したアナログ伝送信号をＲＦ回
路６４、復調部６５、チャネルＣＯＤＥＣ回路６２を介して信号処理した後、サーバ１か
ら付加価値情報としての携帯電話情報が受信されたか否かを判別する。そして、携帯電話
情報が受信された場合はステップＳ９１に進み、携帯電話情報が受信されていない場合は
ステップＳ９２に進む。
【０２０７】
　ステップＳ９１では、制御部６１は、受信した携帯電話情報を記憶部６６に記憶するよ
うに制御する。
【０２０８】
　ステップＳ９２では、制御部６１は、ユーザにより着メロなどの着信音更新が指示され
たか否かを判別する。そして、着メロ更新が指示された場合はステップＳ９３に進み、着
メロ更新が指示されない場合はステップＳ９４に進む。
【０２０９】
　ステップＳ９３では、制御部６１は、記憶部６６に記憶される携帯電話情報としての着
信音ＩＤで特定される音声データを復号部６７に出力し、復号、あるいは圧縮されている
場合は解凍した後Ｄ／Ａ変換器６８に出力し、スピーカ６９より出力する。さらに、制御
部６１は、本着信音が携帯電話６の着メロとなるように、制御部６１が記憶する着メロを
管理するプログラムと記憶部６６の着メロが記憶されるポインタとの関連付けを行う。
【０２１０】
　ステップＳ９４では、制御部６１は、ユーザによりチケット予約指示が指示されたか否
かを判別する。そして、チケット予約指示が指示された場合はステップＳ９５に進み、チ
ケット予約指示が指示されない場合はステップＳ９６の終了指示に進む。
【０２１１】
　ステップＳ９５では、チケット予約情報自動作成部７０は、記憶部６６に記憶される携
帯電話情報としてのサービス使用情報に基づいて自動的にチケット予約情報を作成（ユー
ザＩＤ、コンサートＩＤ）して、図示しないチケット・センタに無線（すなわち携帯電話
網を介して）送信する。チケット予約に関しては、後述のリアル・ワールドの付加価値サ
ービスとして捉えることも可能である。
【０２１２】
　ステップＳ９６では、制御部１２は、ユーザによる終了指示があるか否かを判別する。
そして、終了指示がない場合はステップＳ８８に戻り、終了指示があった場合は携帯電話
６上での処理を終了する。
【０２１３】
Ｂ．第２の実施形態
　本実施形態は、複数ユーザの実世界上での試行情報や活動情報に基づいて、ある特定の
ユーザに対してメディアの自動制御サービスを提供するものである。すなわち、サーバは
、複数のユーザ端末からユーザの活動情報を受信して蓄積するとともに、蓄積された各活
動情報を基に付加価値情報を生成して、各ユーザに提供することができる。
【０２１４】
　上述した第１の実施形態では、ユーザのメディア操作情報を利用して付加価値を創造す
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る。これに対して、本発明の第２の実施形態では、ユーザの活動情報を利用して付加価値
情報を創造するものであり、実世界上におけるユーザ間の嗜好の一致度を基にメディアを
自動制御したり、メディアにおけるユーザ嗜好の一致度、あるいはユーザが何処に居たか
などの活動情報に応じて実世界のサービスを提供したりする点で相違する。
【０２１５】
　すなわち、本発明の第２の実施形態によれば、複数のユーザ情報に基づく付加価値情報
を適用可能な作業空間がメディアから実世界へと拡張される。
【０２１６】
　図１１には、本発明の第２の実施形態に係る実世界上の情報を利用した付加価値創造サ
ービスの概要を模式的に示している。
【０２１７】
　同図に示すように、各ユーザの嗜好情報は、それぞれのユーザ端末（図示しない）から
特定のサーバ上に収集される。
【０２１８】
　サーバと各ユーザ端末とは、例えば、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）などの近距離無
線データ通信やＩＥＥＥ１３９４、家庭内ＬＡＮ、インターネットのような広域ネットワ
ーク、ケーブルテレビ（ＣＡＴＶ）、その他の通信媒体を介して相互接続されている。
【０２１９】
　サーバ上には、例えば、ＧＰＳ（Ｇｌｏｂａｌ　Ｐｏｓｉｔｉｏｎｉｎｇ　Ｓｙｓｔｅ
ｍ）付きの携帯電話上で採取されたユーザの活動情報や、クレジット・カードの使用に基
づく購入製品情報などが収集される。
【０２２０】
　サーバ上では、各ユーザの嗜好情報を集計処理して、付加価値情報を生成する。この実
施形態で言う付加価値情報は、ユーザの実世界上での活動を規定したデータなど、実世界
に影響を及ぼす付加価値情報である。例えば、嗜好が類似する人のお店やイベント紹介な
どがこの場合に付加価値情報に相当する。
【０２２１】
　図１２には、各ユーザから収集可能な情報と、ユーザに対して提供可能な実世界に影響
する付加価値情報を表形式で示している。
【０２２２】
　各ユーザから収集可能な情報として、既に図２を参照しながら説明したように、ビデオ
・デッキやＤＶＤプレーヤ、その他の記録されたコンテンツを再生するタイプのオーディ
オ機器においては、テレビなどの受信装置により再生されるとともにＶＴＲなどの録画装
置で記録された番組ＩＤと放送（記録）時間で表される「録画（記録）情報」、録画装置
に対する操作を表した記録時の「操作情報」、録画装置上で録画（記録）が予約されるコ
ンテンツＩＤを表した「記録予約情報」、コンテンツを再生するＶＴＲやＤＶＤプレーヤ
などの再生装置上における再生、早送り、巻き戻し、一時停止などの機能及び当該機能に
対する指定時間を表した再生時の「操作情報」などを収集することができる。
【０２２３】
　また、コンピュータやＰＤＡ（Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｄｉｇｉｔａｌ　Ａｓｓｉｓｔａｎ
ｔ）、携帯電話など、ユーザ入力データを編集処理したりネットワーク通信したりするこ
とが可能な端末装置においては、端末装置上で探索・閲覧されたサイトを示すＵＲＬで表
されるＷｅｂの「ブラウジング情報」、情報提供サーバなどの外部機器からネットワーク
経由でユーザの端末装置にダウンロードされたダウンロード・ファイルの格納場所を示す
ＵＲＬで表される「ダウンロード情報」、ユーザの端末装置からネットワーク経由で外部
機器にアップロードされたファイルのＩＤとアップロード先の格納場所を示すＵＲＬで表
される「アップロード情報」、ユーザの端末装置上で探索・閲覧されさらにブックマーク
登録されたサイトを示すＵＲＬで表される「ブックマーク情報」、ユーザの端末装置上で
ユーザより編集されたファイルのＩＤと編集の種類を特定する編集ＩＤからなる「編集情
報」などを収集することができる。
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【０２２４】
　また、携帯電話や、ピア・ツー・ピア接続などの一対一通信が可能な通信端末装置にお
いては、他のユーザの通信端末装置上で設定されている着信音（着メロ）を識別する着信
音ＩＤや、他のユーザの携帯電話から公衆電話網を介してサービス・センタなどの外部機
器に対して送信されたチケット予約情報を識別するサービスＩＤで表される「サービス使
用情報」などを収集することができる。
【０２２５】
　また、本実施形態では、図２に示したような各メディアから取得されるユーザ操作情報
以外に、ＧＰＳ付きの携帯電話上で採取されたユーザの活動情報や、クレジット・カード
の使用に基づく購入製品情報など実世界上でのユーザの情報を採取することができる。
【０２２６】
　ユーザの活動情報は、例えば、「位置情報＋建物ＩＤ」という形式で表すことができる
。活動情報は、例えば、「店」、「公園」、「イベント」などのようなカテゴリに分類す
ることができる。「店」は、例えば「食事」、「衣服」、「嗜好品」のような属性を含ん
でいてもよい。
【０２２７】
　また、ユーザのクレジット使用による購入製品情報は、例えば、「位置情報＋建物ＩＤ
＋製品ＩＤ」という形式で表すことができる。購入製品情報は、例えば、「ブランド」、
「メニュー」、「メーカ」、「乗り物」などのようなカテゴリに分類することができる。
【０２２８】
　サーバ上では、各メディア上でのユーザ操作情報や実世界上での活動情報を集計処理し
、ユーザ操作が表すユーザ嗜好情報に基づいて、付加価値情報を生成することができる。
【０２２９】
　各種の電子機器に対して与えることができる付加価値情報は、図２に示した通りである
。
【０２３０】
　例えば、テレビやラジオなどの放送すなわち一方向配信形式のデータ受信機に対する付
加価値情報としては、受信装置上でチューニングされるチャンネルＩＤからなる「チャン
ネル情報」、受信されるとともに再生される画像データの注目領域を示す「領域情報」、
受信されるとともに再生されるオーディオ・データの音量を示す「音量情報」などを挙げ
ることができる。
【０２３１】
　また、ビデオ・デッキやＤＶＤプレーヤ、その他の記録されたコンテンツを再生するタ
イプのオーディオ機器に対する付加価値情報としては、例えば、コンテンツＩＤ及び記録
時間を表す「記録予約情報」、他のユーザの録画・記録装置上で既に記録が予約されてい
る記録予約日時情報を示す「記録予約情報」などを挙げることができる。
【０２３２】
　また、ＶＴＲやＤＶＤプレーヤなどの再生装置に供給する付加価値情報として、他のユ
ーザにより作成された再生コンテンツの「ダイジェスト情報」や再生コンテンツの検索の
ために作成された「検索インデックス情報」、他のユーザの記録装置上で記録媒体から消
去されたコンテンツのＩＤからなる「消去情報」、他のユーザの記録装置上で作成された
記録コンテンツに関する「タイトル情報」を挙げることができる。
【０２３３】
　また、コンピュータやＰＤＡ、携帯電話など、ユーザ入力データを処理したりネットワ
ーク通信したりすることが可能な端末装置に対する付加価値情報としては、端末装置上に
おいて探索・閲覧されたサイトを示すＵＲＬで表されるＷｅｂの「ブラウジング情報」、
情報提供サーバなどの外部機器からネットワーク経由でユーザの端末装置にダウンロード
されたダウンロード・ファイルの格納場所を示すＵＲＬで表される「ダウンロード情報」
、ユーザの端末装置からネットワーク経由で外部機器にアップロードされたファイルのＩ
Ｄとアップロード先の格納場所を示すＵＲＬで表される「アップロード情報」、ユーザの
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端末装置上で探索・閲覧されさらにブックマーク登録されたサイトを示すＵＲＬで表され
る「ブックマーク情報」、他のユーザにより作成された複数のコンテンツをカテゴライズ
した「分類情報」、ユーザの端末装置上でユーザより編集されたファイルのＩＤと編集の
種類を特定する編集ＩＤからなる「編集情報」などを挙げることができる。
【０２３４】
　また、携帯電話や、ピア・ツー・ピア接続などの１対１通信が可能な通信端末装置に対
する付加価値情報としては、他のユーザの通信端末装置上で設定されている着信音を識別
する着信音ＩＤや、他のユーザの携帯電話から公衆電話網を介してサービス・センタなど
の外部機器に対して送信されたチケット予約情報を識別するサービスＩＤで表される「サ
ービス使用情報」などを挙げることができる。
【０２３５】
　また、実世界に影響する付加価値情報は、嗜好が類似する人のお店やイベント紹介など
、ユーザの実世界上での活動を規定するような情報である。この種の付加価値情報を各ユ
ーザにフィードバックすることにより、活動場所に応じた他の付加価値を期待する行動を
促進することができる。
【０２３６】
　例えば、ユーザは、ディズニーランドに行けば、ミッキー・マニアの情報（ヒミツの店
やマニアの溜まり場など）を入手することができる。
【０２３７】
　また、活動範囲を同じにする人が集まる場所の情報を入手することができる。あるいは
、付加価値情報のディストリビューションにより、購入意欲を促進することができ、経済
活動の活性化にもつながる。
【０２３８】
　本実施形態では、サーバ１は、あるメディア上で取得された嗜好情報や、実世界上にお
ける一般的なユーザ情報を利用して、メディアを自動制御するための付加価値情報や、実
世界上でユーザに影響を与えるような付加価値情報を生成することができる。この付加価
値情報によって、メディアを自動制御したり、ユーザの実世界上での活動に影響を与えた
りすることができる。
【０２３９】
　例えば、ＧＰＳ機能付き携帯電話で収集されたユーザ情報に基づいてＴＶを自動制御す
ることができる。また、クレジット利用記録システムで収集されたユーザ情報に基づいて
ＴＶを自動制御することができる。また、パーソナル・コンピュータ上で収集されたユー
ザ情報に基づいて、携帯電話を自動制御することができる。さらに、携帯電話の表示出力
並びに音声出力を利用して、付加価値情報に則ったユーザ告知を行うことができる。以下
では、他メディアを利用したチューニング・サービスの具体例を挙げて説明する。
【０２４０】
ＧＰＳ機能付き携帯電話で収集されたユーザ情報に基づいたＴＶの自動制御：
　ＴＶの自動制御機能は、ＧＰＳ付き携帯電話と、サーバと、ＴＶとの協働的な動作によ
って、ＴＶの自動制御機能を実現することができる。
【０２４１】
　サーバ１並びにＴＶ３は、それぞれ図３及び図５に示した機能構成を持つ各装置をその
まま適用することができるので、ここでは説明を省略する。
【０２４２】
　図１３には、本発明に適用可能なＧＰＳ付き携帯電話８の機能構成を模式的に示してい
る。同図に示すように、ＧＰＳ付き携帯電話８は、制御部８１と、ＧＰＳアンテナ８２と
、ＧＰＳ受信機８３と、記憶部８４と、チャネルＣＯＤＥＣ６２と、変調部６３と、ＲＦ
回路６４と、復調部６５と、Ｄ／Ａ変換器６８と、スピーカ６９と、符号化部７１と、復
号化部７２と、Ａ／Ｄ変換部７３と、マイクロフォン７４と、操作部７５と、表示部７６
とで構成される。このＧＰＳ付き携帯電話８は、オペレーティング・システムが提供する
プログラム実行環境下で、制御部５１が各種のプログラム・コードを実行するという形式
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で、携帯電話やその他のサービスを提供することができる。以下、各部について説明する
。
【０２４３】
　このＧＰＳ機能付き携帯電話８上で、通常の電話回線接続を行う場合、ＲＦ回路６４が
、携帯電話基地局（図示しない）からアンテナ受信したアナログ伝送信号をダウンコンバ
ートする。次いで、復調部６５によって所定の復調情報並びにタイミングに従って復調処
理され、チャネルＣＯＤＥＣ６２によってチャネル復号化され、復号部７２により復号処
理され、さらに、Ｄ／Ａ変換器６８によりアナログ音声信号に変換されて、スピーカ６９
から音声出力される。
【０２４４】
　一方、マイクロフォン７４を介して入力された音声信号は、Ａ／Ｄ変換器７３によりデ
ジタル信号に変換された後、符号化部７１により符号化され、チャネルＣＯＤＥＣ６２に
よりチャネル符号化され、変調部６３によって所定の変調情報及びタイミングに従って変
調処理される。そして、ＲＦ回路６４によって伝送信号にアップコンバートしてから携帯
電話基地局に向けてアンテナ送信される。
【０２４５】
　また、ＧＰＳ機能付き携帯電話８は、制御部８１による処理データを携帯電話網経由で
送受信する機能も備えている。例えば、携帯電話網を介して所定のプロバイダ又はサービ
ス・センタに交換機接続され、さらに携帯電話網を介してサーバ１（図３を参照のこと）
にも接続され、メディア制御用並びに実世界上の付加価値情報を受信することができる。
【０２４６】
　ＧＰＳ機能付き携帯電話８がデータ送信を行う場合、制御部８１が扱うデータは、チャ
ネルＣＯＤＥＣ６２によりチャネル符号化され、変調部６３により所定の変調情報及びタ
イミングに従って変調処理され、ＲＦ回路６４によって伝送信号にアップコンバートして
から携帯電話基地局に向けてアンテナ送信される。
【０２４７】
　また、ＧＰＳ機能付き携帯電話８がデータ受信を行う場合、携帯電話基地局（図示しな
い）からアンテナ受信したアナログ伝送信号は、ＲＦ回路６４によってダウンコンバート
され、復調部によって所定の復調情報並びにタイミングに従って復調処理され、チャネル
ＣＯＤＥＣ６２によりチャネル復号化されることによって、制御部８１において処理可能
な形式のデータに復元される。
【０２４８】
　また、ＧＰＳ機能付き携帯電話８は、ＧＰＳすなわち全地球測位システムに基づく位置
測定機能を備えている。上空を周回する３個以上のＧＰＳ衛星から発信される電波すなわ
ちＧＰＳ信号を、ＧＰＳアンテナ８２を介してＧＰＳ受信機８３が受信処理し、次いで、
チャネルＣＯＤＥＣ６２がチャネル復号化する。得られた位置情報は、現在ユーザが居る
建物ＩＤとともに記憶部８４に一時保存される。
【０２４９】
　操作部７５は、例えば、数字キーや機能ボタンなどのユーザ入力装置で構成され、シス
テム８に対して指示コマンドを入力するために使用される。操作部７５を介した入力コマ
ンドは、制御部８１がオペレーティング・システムの制御下で処理する。また、表示部７
６は、ＬＣＤなどで構成され、視覚的なユーザ・フィードバックを与えるために使用され
る。
【０２５０】
　記憶部８４は、オペレーティング・システムやその他の制御部８１が実行するプログラ
ム・コードを格納したり、実行プログラムの作業データを一時記憶したりするために使用
される。また、ＧＰＳ機能に従って得られた位置情報は、現在ユーザが居る建物ＩＤとと
もに記憶部８４に一時保存される。
【０２５１】
　図１４には、各ユーザのＧＰＳ機能付き携帯電話８上での情報収集に基づいてあるユー
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ザのデジタルＴＶ３（図５を参照のこと）を自動制御するための処理手順をフローチャー
トの形式で示している。この処理は、サーバ１、ＧＰＳ機能付き携帯電話８、ＴＶ３の各
制御部１２、８１、３１が所定のプログラム・コードを実行して協調的に動作することに
よって実現される。
【０２５２】
　以下、このフローチャートに従って、各ユーザのＧＰＳ機能付き携帯電話８上での情報
収集に基づいたデジタルＴＶ３の自動制御について説明する。
【０２５３】
　まず、図１３に示したＧＰＳ機能付き携帯電話８上での動作について説明する。ステッ
プＳ１０１では、建物ＩＤをアンテナ、ＲＦ回路を介して受信したか否かを制御部８１が
判別する。
【０２５４】
　例えば、各店頭にＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）やｗｉｒｅｌｅｓｓ１３９４などの
ような近距離無線データ通信機能を持つ送信機を設置しておき、かかる無線送信機が常時
建物ＩＤを送信するようにしておいてもよい。このような場合、携帯電話８を持ち歩くユ
ーザが受信可能範囲（セル）に突入すると、ＲＦ回路６４から建物ＩＤが受信可能である
ように構成すればよい。
【０２５５】
　ステップＳ１０１において、建物ＩＤが受信されたと判別されるとステップＳ１０２に
進み、受信されていないと判別されるとステップＳ１０３の終了指示に進む。
【０２５６】
　ステップＳ１０２では、建物ＩＤが受信されると同時に、ＧＰＳアンテナ８２、ＧＰＳ
受信機８３を介して記憶部８４に位置情報と建物ＩＤが対応付けて記憶される。また、Ｒ
Ｆ回路６４を介してサーバ１に対してユーザＩＤ、並びに「位置情報＋建物ＩＤ」という
形式のユーザ活動情報が送信される。
【０２５７】
　ステップＳ１０３では、制御部８１は、ユーザによる終了指示があるか否かを判別する
。そして、終了指示がない場合はステップＳ１０１に戻り、終了指示があった場合は携帯
電話８上での処理を終了する。
【０２５８】
　次いで、図３に示したサーバ１上での動作について説明する。ステップＳ１０５におい
て、携帯電話８（並びに他のメディアからの）ユーザ活動情報をデータ送受信部１１で受
信したか否かを制御部１２が判別し、受信された場合はステップＳ１０６に進み、受信さ
れていない場合はステップＳ１０７に進む。
【０２５９】
　ステップＳ１０６では、制御部１２は、各ユーザの携帯電話８で採取されたユーザ操作
情報並びにユーザ活動情報を受信すると、これらをユーザＩＤ毎にデータベース１３に記
憶して、データベース化するように動作制御する。
【０２６０】
　ステップＳ１０７では、制御部１２は、データ送受信部１１を介してクライアントから
サービス・リクエスト情報が受信されたか否かを判別する。サービス・リクエスト情報が
受信された場合はステップＳ１０８に進み、サービス・リクエスト情報が受信されない場
合はステップＳ１１０の終了指示に進む。ここでは、デジタルＴＶ３をクライアントとし
、ユーザＡがＴＶ情報のサービスをリクエストする。
【０２６１】
　ステップＳ１０８では、マッチング度演算部１４は、全データベース情報においてユー
ザＡと他のユーザＩＤとのパーソナル・コンピュータに関するユーザ操作情報のマッチン
グ度を演算して、最もマッチング度が高いユーザＩＤを類似ユーザとして検出する。例え
ば、各カテゴリのデータのテキスト・ベースのマッチングを行い、完全一致の単語数など
をマッチング度とすればよい。また、一部一致などのマッチング度合いにより重み付けし
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て処理しても構わない。
【０２６２】
　ステップＳ１０９では、制御部１２は、検索されたユーザＩＤに対応するデータベース
１３のＴＶ情報を読み出すとともに、リクエストのあったユーザＡの端末に対して付加価
値情報としてのＴＶ情報をデータ送受信部１１から送信する。この場合のＴＶ情報として
は、チューニングされるチャンネルＩＤからなる「チャンネル情報」、受信されるととも
に再生される画像データの注目領域を示す「領域情報」、受信されるとともに再生される
オーディオ・データの音量を示す「音量情報」などが挙げられる。
【０２６３】
　ステップＳ１１０では、制御部１２は、サーバ管理者による終了指示があるか否かを判
別する。そして、終了指示がない場合はステップＳ１０５に戻り、終了指示があった場合
は、サーバ１上での処理を終了する。
【０２６４】
　次いで、図５に示したデジタルＴＶ３上での動作について説明する。ステップＳ１１１
において、制御部３１は、ユーザによる操作部３２を介したサービス・リクエスト要求を
受け付けたか否かを判別する。そして、サービス・リクエスト要求を受け付けた場合はス
テップＳ１１２に進み、受け付けていない場合はステップＳ１１３に進む。
【０２６５】
　ステップＳ１１２では、制御部３１は、ユーザＡ及びＴＶ情報というデータのリクエス
トを、データ送受信部３３を介してサーバ１に送信する。
【０２６６】
　ステップＳ１１３では、制御部３１は、サーバ１から付加価値情報としてのＴＶ情報が
データ送受信部３３を介して受信されたか否かを判別する。そして、受信された場合はス
テップＳ１１４に進み、受信されていない場合はステップＳ１１５に進む。
【０２６７】
　ステップＳ１１４では、制御部３１は、受信したＴＶ情報を記憶部３４に記憶するよう
に制御する。
【０２６８】
　ステップＳ１１５では、制御部３１は、ユーザによりチャンネル選択画面再生が指示さ
れたか否かを判別する。そして、チャンネル選択画面再生が指示された場合はステップＳ
１１６に進み、指示されない場合はステップＳ１１７に進む。
【０２６９】
　ステップＳ１１６では、チャンネル優先度制御部３５は、記憶部３４に記憶される同一
嗜好を持つ類似ユーザのチャンネル優先度に応じて、映像デコーダ３６を介してチャンネ
ル選択画面を再生する。すなわち、類似ユーザが頻繁に見ていたチャンネルが例えば上に
表示されるように、チャンネル選択画面が自動的にカスタマイズされて再生される。
【０２７０】
　ステップＳ１１７では、制御部３１は、ユーザにより自動チャンネル切換が指示された
か否かを判別する。そして、自動チャンネル切換が指示された場合はステップＳ１１８に
進み、指示されない場合はステップＳ１１９に進む。
【０２７１】
　ステップＳ１１８では、自動チャンネル切換制御部３７は、記憶部３４に記憶される自
動チャンネル切換情報に応じて、自動的にチャンネルが切り替えられる。すなわち、類似
ユーザが現在視聴するチャンネルに自動的に切り替えるように制御するものである。例え
ば、制御部３１がチューナ回路３８を制御することによって実現される。チャンネルが切
り替えられたチューナ回路３８の出力は、復調器３９で復調され、デマルチプレクサ４０
で音声データと映像データに分離される。音声データは音声デコーダ４１でデコードされ
るとともに再生され、映像データは映像デコーダ３６でデコードされるとともに再生され
る。
【０２７２】
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　また、記憶部３４に記憶されている音量情報に基づいて、受信又は再生されるオーディ
オ・データの音量を自動調整するようにしてもよい。
【０２７３】
　ステップＳ１１９では、制御部１２は、ユーザによる終了指示があるか否かを判別する
。そして、終了指示がない場合はステップＳ１１１に戻り、終了指示があった場合はデジ
タルＴＶ３上での処理を終了する。
【０２７４】
　なお、図１４に示した処理ルーチンでは、デジタルＴＶ３の自動解像度制御を含んでい
ないが、勿論、他メディアすなわち携帯電話８から得た位置情報と建物ＩＤなどのユーザ
活動情報に基づいて「領域情報」を特定して、自動解像度制御部４２は、デジタルＴＶ３
上で自動解像度制御を行うようにしてもよい。この場合、制御部３１は、ユーザにより自
動解像度制御の指示がされたか否かを判別する。そして、自動解像度制御が指示された場
合、自動解像度制御部４２は、複数の解像度に対応するクラス分類用の予測係数により映
像デコーダ３６でデコードされる映像の解像度を制御して、記憶部３４に記憶される同一
嗜好のユーザが好む予測係数の識別子を基に、自動的に映像デコーダ３６からの画像出力
の解像度を制御する。
【０２７５】
　なお、クラス分類適応処理の詳細に関しては、本出願人に既に譲渡されている米国特許
第５，５１７，５８８号明細書に開示されている。同特許明細書は本明細書の記述は本明
細書の一部を構成する。
【０２７６】
クレジット利用記録システムで収集されたユーザ情報に基づいたＴＶの自動制御：
　クレジット利用記録システムと、サーバと、ＴＶとの協働的な動作によって、ＴＶの自
動制御機能を実現することができる。
【０２７７】
　サーバ１並びにＴＶ３は、それぞれ図３及び図５に示した機能構成を持つ各装置をその
まま適用することができるので、ここでは説明を省略する。
【０２７８】
　図１５には、本発明に適用可能なクレジット利用記録システム９の機能構成を模式的に
示している。ここで言うクレジット利用記録システム９は、例えばクレジット・カードに
よる代金決済を行うカード・リーダと一体化して構成され、各店舗毎に設置して用いられ
る。
【０２７９】
　同図に示すように、クレジット利用記録システム９は、製品情報入力部９１と、制御部
９２と、外部記憶装置９３と、クレジット・カード情報読み出し部９４と、情報作成部９
５と、操作部９６と、表示部９７と、データ送受信部９８とで構成される。クレジット利
用記録システム９は、オペレーティング・システムが提供するプログラム実行環境下で、
制御部９２が各種のプログラム・コードを実行するという形式でサービスを提供すること
ができる。以下、各部について説明する。
【０２８０】
　システム９を通常のクレジット・カードによる代金精算に利用する場合、クレジット・
カード上に磁気記録などの方式で書き込まれた情報を、クレジット・カード情報読み出し
部９４が読み出す。また、バーコード・リーダなどで構成される製品情報入力部９１が、
商品又はサービスに付随するバーコードのような媒体を読み取って解読し、その製品情報
を特定する。これら読み出されたクレジット・カード情報や製品情報は制御部９２に転送
される。制御部９２は、オペレーティング・システムの制御下で、クレジット・カード情
報や製品情報を処理し、処理結果を外部記憶装置９３に保存したり、データ送受信部９８
を介して外部システムにデータ送信したり、課金処理したりする。
【０２８１】
　情報作成部９５は、本クレジット利用記録システム９上でクレジット・カードが利用さ
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れる度に、逐次的にユーザ活動情報を作成する。ユーザ活動情報は、カード所持者のユー
ザＩＤ、本クレジット利用記録システム９の位置情報、設置場所の建物ＩＤ、製品情報入
力部９１を介して入力された製品ＩＤなどのデータの組み合わせで構成される。
【０２８２】
　操作部９６は、例えば、キーボードやマウス、タッチパネルなどのユーザ入力装置で構
成され、システム２に対して指示コマンドを入力するために使用される。また、表示部９
７は、例えば、ＬＣＤで構成され、システム９内の演算結果などに関する視覚的なユーザ
・フィードバックを与えるために使用される。
【０２８３】
　外部記憶装置９３は、ハード・ディスク装置のような、比較的大容量で不揮発性の記憶
装置で構成される。外部記憶装置９３は、制御部９２において実行するソフトウェア・プ
ログラムのインストールや、各種データ・ファイルの保存のために使用される。
 
【０２８４】
　例えば、クレジット・カード情報や購入した製品情報は、外部記憶装置９３上でデータ
ベース管理される。また、クレジット利用記録システム９が設置された場所（店舗）の位
置情報、建物ＩＤ、製品ＩＤなども、外部記憶装置９３上に不揮発的に保管される。また
、カードから読み取ったカード所持者のユーザＩＤや、クレジット・カード利用時に作成
されるユーザ情報も、外部記憶装置９３上に一時記録される。
【０２８５】
　データ送受信部９８は、本クレジット利用記録システム９を外部のホスト端末と相互接
続するための機能モジュールであり、ネットワーク・インターフェースと通信プロトコル
・スタックの組み合わせによって構成される。例えば、本クレジット利用記録システム９
は、データ送受信部９８を介してサーバ１に接続される。クレジット利用記録システム９
は、情報作成部９５により作成されたユーザ活動情報を、データ送受信部９８によってサ
ーバ１に転送することができる。また、本クレジット利用記録システム９は、クレジット
・カードをベースとした信用決済を統括的に管理する決済機関（図示しない）とは、デー
タ送受信部９８を介して相互接続されており、決済情報を逐次送信する。
【０２８６】
　図１６には、クレジット利用記録システム９上で採取された各ユーザの活動情報収集に
基づいてあるユーザのデジタルＴＶ３（図５を参照のこと）を自動制御するための処理手
順をフローチャートの形式で示している。この処理は、サーバ１、クレジット利用記録シ
ステム９、ＴＶ３の各制御部１２、９２、３１が所定のプログラム・コードを実行して協
調的に動作することによって実現される。
【０２８７】
　以下、このフローチャートに従って、クレジット利用記録システム９上で採取された各
ユーザの活動情報に基づいたデジタルＴＶ３の自動制御について説明する。
【０２８８】
　まず、ステップＳ１２１において、製品情報入力部９１への入力、例えばバーコード入
力があるか否かを制御部９２が判別する。そして、入力があった場合はステップＳ１２２
に進み、入力が無い場合はステップＳ１２３に進む。
【０２８９】
　ステップＳ１２２では、制御部９２は、入力された購入製品情報を外部記憶装置９３に
記憶する。
【０２９０】
　ステップＳ１２３では、クレジット・カード情報読み出し部９４より読み出しがあるか
否かを制御部９２が判別する。そして、クレジット・カード情報の読み出しがあった場合
はステップＳ１２４に進み、読み出しがない場合は終了指示に進む。
【０２９１】
　ステップＳ１２４では、情報作成部９５は、クレジット・カード情報から特定されたユ
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ーザＩＤ、製品情報入力部９１からの入力で特定された製品ＩＤ、外部記憶装置９３にあ
らかじめ登録されている位置情報並びに建物ＩＤからなるユーザ活動情報を作成する。そ
して、ステップＳ１２５では、作成されたユーザ活動情報をサーバ１に送信する。
【０２９２】
　ステップＳ１２６では、制御部９２は、ユーザによる終了指示があるか否かを判別する
。そして、終了指示がない場合はステップＳ１２１に戻り、終了指示があった場合はクレ
ジット利用記録システム９上での処理を終了する。
【０２９３】
　次いで、図３に示したサーバ１上での動作について説明する。ステップＳ１２７におい
て、クレジット利用記録システム９（並びに他のメディアからの）ユーザ活動情報をデー
タ送受信部１１で受信したか否かを制御部１２が判別し、受信された場合はステップＳ１
２８に進み、受信されていない場合はステップＳ１２９に進む。
【０２９４】
　ステップＳ１２８では、制御部１２は、クレジット利用記録システム９上で採取された
各ユーザの活動情報を受信すると、これらをユーザＩＤ毎にデータベース１３に記憶して
、データベース化するように動作制御する。
【０２９５】
　ステップＳ１２９では、制御部１２は、データ送受信部１１を介してクライアントから
サービス・リクエスト情報が受信されたか否かを判別する。サービス・リクエスト情報が
受信された場合はステップＳ１３０に進み、サービス・リクエスト情報が受信されない場
合はステップＳ１３２の終了指示に進む。ここでは、デジタルＴＶ３をクライアントとし
、ユーザＡがＴＶ情報のサービスをリクエストする。
【０２９６】
　ステップＳ１３０では、マッチング度演算部１４は、全データベース情報においてユー
ザＡと他のユーザＩＤとのユーザ活動情報のマッチング度を演算して、最もマッチング度
が高いユーザＩＤを類似ユーザとして検出する。例えば、各カテゴリのデータのテキスト
・ベースのマッチングを行い、完全一致の単語数などをマッチング度とすればよい。また
、一部一致などのマッチング度合いにより重み付けして処理しても構わない。
【０２９７】
　ステップＳ１３１では、制御部１２は、検索されたユーザＩＤに対応するデータベース
１３のＴＶ情報を読み出すとともに、リクエストのあったユーザＡの端末に対して付加価
値情報としてのＴＶ情報をデータ送受信部１１から送信する。この場合のＴＶ情報として
は、チューニングされるチャンネルＩＤからなる「チャンネル情報」、受信されるととも
に再生される画像データの注目領域を示す「領域情報」、受信されるとともに再生される
オーディオ・データの音量を示す「音量情報」などが挙げられる。
【０２９８】
　ステップＳ１３２では、制御部１２は、サーバ管理者による終了指示があるか否かを判
別する。そして、終了指示がない場合はステップＳ１２７に戻り、終了指示があった場合
は、サーバ１上での処理を終了する。
【０２９９】
　次いで、図５に示したデジタルＴＶ３上での動作について説明する。ステップＳ１３３
において、制御部３１は、ユーザによる操作部３２を介したサービス・リクエスト要求を
受け付けたか否かを判別する。そして、サービス・リクエスト要求を受け付けた場合はス
テップＳ１３４に進み、受け付けていない場合はステップＳ１３５に進む。
【０３００】
　ステップＳ１３４では、制御部３１は、ユーザＡ及びＴＶ情報というデータのリクエス
トを、データ送受信部３３を介してサーバ１に送信する。
【０３０１】
　ステップＳ１３５では、制御部３１は、サーバ１から付加価値情報としてのＴＶ情報が
データ送受信部３３を介して受信されたか否かを判別する。そして、受信された場合はス
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テップＳ１３６に進み、受信されていない場合はステップＳ１３７に進む。
【０３０２】
　ステップＳ１３６では、制御部３１は、受信したＴＶ情報を記憶部３４に記憶するよう
に制御する。
【０３０３】
　ステップＳ１３７では、制御部３１は、ユーザによりチャンネル選択画面再生が指示さ
れたか否かを判別する。そして、チャンネル選択画面再生が指示された場合はステップＳ
１３８に進み、指示されない場合はステップＳ１３９に進む。
【０３０４】
　ステップＳ１３８では、チャンネル優先度制御部３５は、記憶部３４に記憶される同一
嗜好のユーザのチャンネル優先度に応じて、映像デコーダ３６を介してチャンネル選択画
面を再生する。すなわち、類似ユーザが頻繁に見ていたチャンネルが例えば上に表示され
るように、チャンネル選択画面が自動的にカスタマイズされて再生される。
【０３０５】
　ステップＳ１３９では、制御部３１は、ユーザにより自動チャンネル切換が指示された
か否かを判別する。そして、自動チャンネル切換が指示された場合はステップＳ１４０に
進み、指示されない場合はステップＳ１４１に進む。
【０３０６】
　ステップＳ１４０では、自動チャンネル切換制御部３７は、記憶部３４に記憶される自
動チャンネル切換情報に応じて、自動的にチャンネルが切り替えられる。すなわち、類似
ユーザが現在視聴するチャンネルに自動的に切り替えるように制御するものである。例え
ば、制御部３１がチューナ回路３８を制御することによって実現される。チャンネルが切
り替えられたチューナ回路３８の出力は、復調器３９で復調され、デマルチプレクサ４０
で音声データと映像データに分離される。音声データは音声デコーダ４１でデコードされ
るとともに再生され、映像データは映像デコーダ３６でデコードされるとともに再生され
る。
【０３０７】
　ステップＳ１４１では、制御部１２は、ユーザによる終了指示があるか否かを判別する
。そして、終了指示がない場合はステップＳ１３３に戻り、終了指示があった場合はデジ
タルＴＶ３上での処理を終了する。
【０３０８】
　なお、図１６に示した処理ルーチンでは、デジタルＴＶ３の自動解像度制御を含んでい
ないが、勿論、他メディアすなわちクレジット利用記録システム９から得た製品ＩＤと位
置情報、建物ＩＤなどのユーザ活動情報に基づいて「領域情報」を特定して、自動解像度
制御部４２は、デジタルＴＶ３上で自動解像度制御を行うようにしてもよい。この場合、
制御部３１は、ユーザにより自動解像度制御の指示がされたか否かを判別する。そして、
自動解像度制御が指示された場合、自動解像度制御部４２は、複数の解像度に対応するク
ラス分類用の予測係数により映像デコーダ３６でデコードされる映像の解像度を制御して
、記憶部３４に記憶される同一嗜好のユーザが好む予測係数の識別子を基に、自動的に映
像デコーダ３６からの画像出力の解像度を制御する。
【０３０９】
　クラス分類適応処理の詳細に関しては、本出願人に既に譲渡されている米国特許第５，
５１７，５８８号明細書に開示されている。同特許明細書は本明細書の記述は本明細書の
一部を構成する。
【０３１０】
　本実施形態では、サーバ１が、ユーザ活動情報のマッチング度演算において、買い物を
した製品、店の位置情報、店の名前が一致するユーザを同一嗜好を持つ類似ユーザとして
位置付けて、類似ユーザが持つ機器操作情報を基にＴＶの自動チューニング・サービスを
行うことができる。
【０３１１】
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Ｃ．第３の実施形態
　上述した第２の実施形態では、複数ユーザの実世界上での試行情報や活動情報に基づい
て、ある特定のユーザにおけるメディアの自動制御を行う。これに対し、本実施形態では
、複数ユーザのメディアの操作情報や制御情報から得られる付加価値情報に基づいて、ユ
ーザの実世界上の活動に影響を与える活動情報を提供することができる。
【０３１２】
　本実施形態によれば、パーソナル・コンピュータ２上で採取されたユーザ操作情報に基
づいて、携帯電話７上でユーザ告知を行うなどの実世界上で影響する付加価値情報を提供
することができる。このような実世界上に影響を及ぼす付加価値情報サービス機能は、パ
ーソナル・コンピュータ２と、サーバ１と、携帯電話７との協働的な動作により実現され
る。
【０３１３】
　サーバ１並びにパーソナル・コンピュータ２は、それぞれ図３及び図４に示した機能構
成を持つ各装置をそのまま適用することができるので、ここでは説明を省略する。
【０３１４】
　図１７には、本発明に適用可能なＧＰＳ付き携帯電話７の機能構成を模式的に示してい
る。同図に示すように、ＧＰＳ付き携帯電話７は、制御部１０１と、記憶部１０２と、位
置情報比較部１０３と、チャネルＣＯＤＥＣ６２と、変調部６３と、ＲＦ回路６４と、復
調部６５と、Ｄ／Ａ変換器６８と、スピーカ６９と、符号化部７１と、復号化部７２と、
Ａ／Ｄ変換部７３と、マイクロフォン７４と、操作部７５と、表示部７６と、ＧＰＳアン
テナ８２と、ＧＰＳ受信機８３とで構成される。このＧＰＳ付き携帯電話７は、オペレー
ティング・システムが提供するプログラム実行環境下で、制御部１０１が各種のプログラ
ム・コードを実行するという形式で、携帯電話７や実世界に影響を与えるサービスを提供
することができる。以下、各部について説明する。
【０３１５】
　このＧＰＳ機能付き携帯電話７上で、通常の電話回線接続を行う場合、ＲＦ回路６４が
、携帯電話基地局（図示しない）からアンテナ受信したアナログ伝送信号をダウンコンバ
ートする。次いで、復調部６５により所定の復調情報並びにタイミングに従って復調処理
され、チャネルＣＯＤＥＣ６２によってチャネル復号化され、復号部７２により復号処理
され、さらに、Ｄ／Ａ変換器６８によりアナログ音声信号に変換されて、スピーカ６９か
ら音声出力される。
【０３１６】
　一方、マイクロフォン７４を介して入力された音声信号は、Ａ／Ｄ変換器７３によりデ
ジタル信号に変換された後、符号化部７１により符号化され、チャネルＣＯＤＥＣ６２に
よりチャネル符号化され、変調部６３によって所定の変調情報及びタイミングに従って変
調処理される。そして、ＲＦ回路６４によって伝送信号にアップコンバートしてから携帯
電話基地局（図示しない）に向けてアンテナ送信される。
【０３１７】
　また、ＧＰＳ機能付き携帯電話７は、制御部１０１による処理データを携帯電話網経由
で送受信する機能も備えている。例えば、携帯電話網を介して所定のプロバイダ又はサー
ビス・センタに交換機接続され、さらに携帯電話網を介してサーバ１（図３を参照のこと
）にも接続され、メディア制御用並びに実世界上の付加価値情報を受信することができる
。
【０３１８】
　ＧＰＳ機能付き携帯電話７がデータ送信を行う場合、制御部１０１が扱うデータは、チ
ャネルＣＯＤＥＣ６２によりチャネル符号化され、変調部６３により所定の変調情報及び
タイミングに従って変調処理され、ＲＦ回路６４によって伝送信号にアップコンバートし
てから携帯電話基地局（図示しない）に向けてアンテナ送信される。
【０３１９】
　また、ＧＰＳ機能付き携帯電話７がデータ受信を行う場合、携帯電話基地局（図示しな
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い）からアンテナ受信したアナログ伝送信号は、ＲＦ回路６４によってダウンコンバート
され、復調部によって所定の復調情報並びにタイミングに従って復調処理され、チャネル
ＣＯＤＥＣ６２によりチャネル復号化されることによって、制御部１０１において処理可
能な形式のデータに復元される。
【０３２０】
　ＧＰＳ機能付き携帯電話７は、データ受信機能を用いて、実世界に影響する付加価値情
報をサーバ１から受信することができる。付加価値情報の一例として、ユーザの活動情報
を挙げることができる。ユーザ活動情報は、位置情報と建物ＩＤなどの組み合わせで構成
される。ユーザ活動情報は、実世界におけるユーザの活動を規定するデータで構成され、
受信ユーザの活動意欲を促進する作用を持つ。受信されたユーザ活動情報は、記憶部１０
２に一時記憶される。
【０３２１】
　また、ＧＰＳ機能付き携帯電話７は、ＧＰＳすなわち全地球測位システムに基づく位置
測定機能を備えている。上空を周回する３個以上のＧＰＳ衛星から発信される電波すなわ
ちＧＰＳ信号を、ＧＰＳアンテナ８２を介してＧＰＳ受信機８３が受信処理し、次いで、
チャネルＣＯＤＥＣ６２がチャネル復号化する。得られた位置情報は、現在ユーザが居る
建物ＩＤとともに記憶部１０２に一時保存される。
【０３２２】
　操作部７５は、例えば、数字キーや機能ボタンなどのユーザ入力装置で構成され、シス
テム７に対して指示コマンドを入力するために使用される。操作部７５を介した入力コマ
ンドは、制御部１０１がオペレーティング・システムの制御下で処理する。また、表示部
７６は、ＬＣＤなどで構成され、視覚的なユーザ・フィードバックを与えるために使用さ
れる。
【０３２３】
　記憶部１０２は、オペレーティング・システムやその他の制御部６１が実行するプログ
ラム・コードを格納したり、実行プログラムの作業データを一時記憶したりするために使
用される。また、サーバ１から受信した付加価値情報やＧＰＳ機能に従って得られた位置
情報は、記憶部１０２に一時保存される。
【０３２４】
　位置情報比較部１０３は、付加価値情報として受信された位置情報と、ＧＰＳ機能によ
り入力された位置情報とを比較する機能モジュールである。制御部１０１は、この位置情
報比較結果に基づいて、告知用の音声データを生成する。この音声データは、記憶部１０
２において一時記憶された後、Ｄ／Ａ変換器６８によってアナログ信号に変換され、スピ
ーカ６９から音声出力される。告知用音声出力は、ユーザに注意を喚起するなど、実世界
に影響を与える。
【０３２５】
　図１８には、複数ユーザのパーソナル・コンピュータ２上での情報収集に基づいて、あ
るユーザのＧＰＳ機能付き携帯電話７を介して実世界に影響を与えるサービスを提供する
ための処理手順をフローチャートの形式で示している。この処理は、サーバ１、パーソナ
ル・コンピュータ２、携帯電話７の各制御部１２，２２，１０１が所定のプログラム・コ
ードを実行して協調的に動作することによって実現される。
【０３２６】
　以下、このフローチャートに従って、複数ユーザのパーソナル・コンピュータ２上での
操作情報に基づいたあるユーザに対する実世界に影響するサービス提供について説明する
。
【０３２７】
　まず、図４に示したパーソナル・コンピュータ２上での動作について説明する。ステッ
プＳ１５１において、ユーザにより操作部２１が操作されＨＴＭＬ取得指示がされたと制
御部２２が判断すると、ステップＳ１５２に進む。ＨＴＭＬ取得指示が無い場合は、ステ
ップＳ１５３に進む。
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【０３２８】
　ステップＳ１５２では、インターネットに接続されるサーバ１を介してデータ送受信部
２３がユーザ指示のあったＨＴＭＬデータを受信するとともに、制御部２２の制御下でＨ
ＴＭＬデコード部２４がＨＴＭＬデータをデコードし、表示部２５によりＨＴＭＬデータ
を表示される。さらに、制御部２２は、外部記憶装置２６にあらかじめ登録されるユーザ
ＩＤ、パーソナル・コンピュータ２上で探索・閲覧されたサイトを示すＵＲＬで表される
Ｗｅｂの「ブラウジング情報」などのユーザ操作情報を、データ送受信部２３を介してサ
ーバ１に送信する。
【０３２９】
　ステップＳ１５３では、ブックマーク登録監視部２７において操作部２１でのユーザに
よるブックマーク登録指示があるか否かを監視する。そして、ブックマーク登録がありと
判定される場合は、ステップＳ１５４に進み、ないと判定される場合はステップＳ１５５
に進む。
【０３３０】
　ステップＳ１５４では、制御部２２は、外部記憶装置２６にあらかじめ登録されている
ユーザＩＤ、ブックマーク登録されたサイトを示すＵＲＬで表される「ブックマーク情報
」などのユーザ操作情報を、データ送受信部２３を介してサーバ１に送信する。
【０３３１】
　ステップＳ１５５では、ダウンロード監視部２８は、ユーザによる操作部２１を介した
ダウンロード指示があるか否かを監視する。そして、ダウンロード指示があった場合は、
ステップＳ１５６に進み、ダウンロード指示がない場合はステップＳ１５７に進む。
【０３３２】
　ステップＳ１５６では、制御部２２は、ユーザＩＤ、パーソナル・コンピュータ２上に
ダウンロードされたダウンロード・ファイルの格納場所を示すＵＲＬで表される「ダウン
ロード情報」などのユーザ操作情報をサーバに送信する。
【０３３３】
　また、同様に、アップロード監視部は、ユーザによる操作部２１を介したアップロード
指示があるか否かを監視して、アップロードが指示された場合には、ユーザＩＤ、パーソ
ナル・コンピュータ２からアップロードされたファイルのＩＤとアップロード先の格納場
所を示すＵＲＬで表される「アップロード情報」などのユーザ操作情報をサーバ１に送信
するようにしてもよい。
【０３３４】
　ステップＳ１５７では、データ保存指示監視部２９が、ＨＴＭＬ情報に表示される情報
のデータ保存指示が操作部２１上で起こったか否かを監視する。そして、ユーザによる保
存指示があった場合は、ステップＳ１５８に進み、保存指示が無い場合は、ステップＳ１
５９に進む。
【０３３５】
　ステップＳ１５８では、制御部２２は、同様にユーザＩＤ、保存ＩＤ、保存対象に対応
するＵＲＬデータなどのユーザ操作情報を、データ送受信部２３によってサーバ１に送信
する。
【０３３６】
　ステップＳ１５９では、データ消去指示監視部３０は、外部記憶装置２６に記録される
データの消去指示が操作部２１上で起こったか否かを監視する。そして、ユーザによるデ
ータ消去指示があった場合はステップＳ１６０に進み、データ消去指示がない場合はステ
ップＳ１６１に進む。
【０３３７】
　ステップＳ１６０では、制御部２２は、同様にユーザＩＤ、消去ＩＤ、消去対象に対応
するＵＲＬデータ、あるいは消去対象のファイル名などのユーザ操作情報を、データ送受
信部２３によってサーバ１に送信する。
【０３３８】
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　この他、パーソナル・コンピュータ２上でユーザによりデータ編集が行なわれた場合に
は、編集されたファイルのＩＤと編集の種類を特定する編集ＩＤからなる「編集情報」な
どのユーザ操作情報を、データ送受信部２３を介してサーバ１に送信するようにしてもよ
い。
【０３３９】
　ステップＳ１６１では、制御部２２は、ユーザによる終了指示があるか否かを判別する
。そして、終了指示がない場合はステップＳ１５１に戻り、終了指示があった場合は、パ
ーソナル・コンピュータ２上での処理を終了する。
【０３４０】
　次いで、図３に示したサーバ１上での動作について説明する。ステップＳ１６２におい
て、パーソナル・コンピュータ２（並びに他のメディアからの）ユーザ情報をデータ送受
信部１１で受信したか否かを制御部１２が判別し、受信された場合はステップＳ１６３に
進み、受信されていない場合はステップＳ１６４に進む。
【０３４１】
　ステップＳ１６３では、制御部１２は、各ユーザのパーソナル・コンピュータ２上での
ユーザ操作情報を受信すると、これらをユーザＩＤ毎にデータベース１３に記憶して、デ
ータベース化するように動作制御する。
【０３４２】
　ステップＳ１６４では、制御部１２は、データ送受信部１１を介してクライアントから
サービス・リクエスト情報が受信されたか否かを判別する。サービス・リクエスト情報が
受信された場合はステップＳ１６５に進み、サービス・リクエスト情報が受信されない場
合はステップＳ１６７の終了指示に進む。ここでは、携帯電話６をクライアントとし、ユ
ーザＡが活動情報のサービスをリクエストする。
【０３４３】
　ステップＳ１６５では、マッチング度演算部１４は、全データベース情報においてユー
ザＡと他のユーザＩＤとのパーソナル・コンピュータに関するユーザ操作情報のマッチン
グ度を演算し、最もマッチング度が高いユーザＩＤを類似ユーザとして検出する。例えば
、各カテゴリのデータのテキスト・ベースのマッチングを行い、マッチング度は完全一致
の単語数などであればよい。また、一部一致などのマッチング度合いにより重み付けして
も構わない。
【０３４４】
　ステップＳ１６６では、制御部１２は、検索されたユーザＩＤに対応するデータベース
１３のユーザ活動情報（位置情報＋建物ＩＤ）を読み出すとともに、データ送受信部１１
を介してリクエストのあったユーザＡの端末に対して付加価値情報としてのユーザ活動情
報を送信する。
【０３４５】
　ステップＳ１６７では、制御部１２は、サーバ管理者による終了指示があるか否かを判
別する。そして、終了指示がない場合はステップＳ１６２に戻り、終了指示があった場合
は、サーバ１上での処理を終了する。
【０３４６】
　次いで、図１７に示した携帯電話７上での動作について説明する。ステップＳ１６８に
おいて、制御部１０１は、ユーザによる操作部７５を介したサービス・リクエスト要求を
受け付けたか否かを判別する。そして、サービス・リクエスト要求を受け付けた場合はス
テップＳ１６９に進み、受け付けていない場合はステップＳ１７０に進む。
【０３４７】
　ステップＳ１６９では、制御部１０１は、チャネルＣＯＤＥＣ回路６２、変調部６３、
ＲＦ回路５４を介してユーザＡ、ユーザ活動情報というサービス・リクエスト情報をサー
バ１に送信する。
【０３４８】
　ステップＳ１７０では、制御部１０１は、アンテナを介してＲＦ回路６４、復調部６５
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、チャネルＣＯＤＥＣ回路６２を介してのサーバ１からユーザ活動情報が受信されたか否
かを判別する。そして、ユーザ活動情報が受信された場合はステップＳ１７１に進み、ユ
ーザ活動情報が受信されていない場合はステップＳ１７２に進む。
【０３４９】
　ステップＳ１７１では、制御部１０１は受信したユーザ活動情報を記憶部１０２に記憶
するように制御する。ユーザ活動情報は、位置情報と建物ＩＤで構成される。
【０３５０】
　ステップＳ１７２では、位置情報比較部１０３が、ＧＰＳアンテナから受信される現在
ユーザが位置する位置情報と、記憶部１０２に記憶される類似ユーザの位置情報とを比較
する。そして、両者の位置情報が一致した場合はステップＳ１７３に進み、一致しない場
合は終了指示に進む。
【０３５１】
　ステップＳ１７３では、制御部１０１は、記憶部１０２にあらかじめ記憶されているア
ラーム用音声データをＤ／Ａ変換器６８に送出して、スピーカ６９を介して音声出力し、
ユーザに位置情報が一致する旨を告知する。あるいは、音声出力の代わりに、位置情報が
一致する旨の告知情報を表示部７６で画面出力するようにしてもよい。
【０３５２】
　ステップＳ１７４では、制御部１０１は、ユーザによる終了指示があるか否かを判別す
る。そして、終了指示がない場合はステップＳ１６８に戻り、終了指示があった場合は携
帯電話７上での処理を終了する。
【０３５３】
　本実施形態では、サーバ１が、ユーザのマッチング度演算にユーザのブラウジング情報
を用いる。また、付加価値サービスとして、ブラウジング情報が類似するユーザが訪れた
位置に携帯電話のユーザが立ち寄ると、アラームで告知する。したがって、一見ユーザが
興味の無い場所においても、見る価値のある物品、景色、製品の存在をユーザに教示する
ことが可能である。この結果、実世界上におけるユーザの活動に影響を与えることができ
る。
【０３５４】
付加価値情報に則った製品購入：
　昨今、携帯電話によるインターネット接続サービスが開始され、携帯電話上でのチケッ
ト予約を始めとする価値情報の流通や、その他商品やサービスの購入・消費活動が可能と
なっている。他方、上述したように、本発明によれば、パーソナル・コンピュータ上で採
取されたユーザ操作情報に基づいて、携帯電話上で実世界上で影響する付加価値情報を提
供することができる。以下では、サーバから提供される付加価値情報に基づいて携帯電話
上で製品購入を行うという、実世界上に影響を及ぼす付加価値情報サービス機能について
説明する。
【０３５５】
　サーバ１並びにパーソナル・コンピュータ２は、それぞれ図３及び図４に示した機能構
成を持つ各装置をそのまま適用することができるので、ここでは説明を省略する。
【０３５６】
　図１９には、本発明に適用可能なＧＰＳ付き携帯電話７Ａの機能構成を模式的に示して
いる。同図に示すように、ＧＰＳ付き携帯電話７Ａは、制御部１１１と、記憶部１１２と
、位置情報比較部１１３と、購入予約／取消／決定情報作成部１１４と、チャネルＣＯＤ
ＥＣ６２と、変調部６３と、ＲＦ回路６４と、復調部６５と、Ｄ／Ａ変換器６８と、スピ
ーカ６９と、符号化部７１と、復号化部７２と、Ａ／Ｄ変換部７３と、マイクロフォン７
４と、操作部７５と、表示部７６とで構成される。このＧＰＳ付き携帯電話７Ａは、オペ
レーティング・システムが提供するプログラム実行環境下で、制御部１１１が各種のプロ
グラム・コードを実行するという形式で、携帯電話や実世界に影響を与えるサービスを提
供することができる。以下、各部について説明する。
【０３５７】
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　このＧＰＳ機能付き携帯電話７Ａ上で、通常の電話回線接続を行う場合、ＲＦ回路６４
が、携帯電話基地局（図示しない）からアンテナ受信したアナログ伝送信号をダウンコン
バートする。次いで、復調部６５によって所定の復調情報並びにタイミングに従って復調
処理され、チャネルＣＯＤＥＣ６２によってチャネル復号化され、復号部７２により復号
処理され、さらに、Ｄ／Ａ変換器６８によりアナログ音声信号に変換されて、スピーカ６
９から音声出力される。
【０３５８】
　一方、マイクロフォン７４を介して入力された音声信号は、Ａ／Ｄ変換器７３によりデ
ジタル信号に変換された後、符号化部７１により符号化され、チャネルＣＯＤＥＣ６２に
よりチャネル符号化され、変調部６３によって所定の変調情報及びタイミングに従って変
調処理される。そして、ＲＦ回路６４によって伝送信号にアップコンバートしてから携帯
電話基地局に向けてアンテナ送信される。
【０３５９】
　また、ＧＰＳ機能付き携帯電話７Ａは、制御部１１１による処理データを携帯電話網経
由で送受信する機能も備えている。例えば、携帯電話網を介して所定のプロバイダ又はサ
ービス・センタに交換機接続され、さらに携帯電話網を介してサーバ１（図３を参照のこ
と）にも接続され、メディア制御用並びに実世界上に影響する付加価値情報を受信するこ
とができる。
【０３６０】
　ＧＰＳ機能付き携帯電話７Ａがデータ送信を行う場合、制御部１１１が扱うデータは、
チャネルＣＯＤＥＣ６２によりチャネル符号化され、変調部６３により所定の変調情報及
びタイミングに従って変調処理され、ＲＦ回路６４によって伝送信号にアップコンバート
してから携帯電話基地局（図示しない）に向けてアンテナ送信される。
【０３６１】
　また、ＧＰＳ機能付き携帯電話７Ａがデータ受信を行う場合、携帯電話基地局（図示し
ない）からアンテナ受信したアナログ伝送信号は、ＲＦ回路６４によってダウンコンバー
トされ、復調部によって所定の復調情報並びにタイミングに従って復調処理され、チャネ
ルＣＯＤＥＣ６２によりチャネル復号化されることによって、制御部１１１において処理
可能な形式のデータに復元される。
【０３６２】
　ＧＰＳ機能付き携帯電話７Ａは、データ受信機能を用いて、実世界に影響する付加価値
情報をサーバ１から受信することができる。かかる付加価値情報の一例として、商品やサ
ービスの購入・消費に関する購入情報を挙げることができる。購入情報は、位置情報と建
物ＩＤと製品ＩＤなどの組み合わせで構成され、受信ユーザの購買意欲を促進する作用を
持つ。受信された購入情報は、記憶部１１２に一時記憶される。
【０３６３】
　また、ＧＰＳ機能付き携帯電話７Ａは、ＧＰＳすなわち全地球測位システムに基づく位
置測定機能を備えている。上空を周回する３個以上のＧＰＳ衛星から発信される電波すな
わちＧＰＳ信号を、ＧＰＳアンテナ８２を介してＧＰＳ受信機８３が受信処理し、次いで
、チャネルＣＯＤＥＣ６２がチャネル復号化する。得られた位置情報は、現在ユーザが居
る建物ＩＤとともに記憶部１１２に一時保存される。
【０３６４】
　操作部７５は、例えば、数字キーや機能ボタンなどのユーザ入力装置で構成され、シス
テム７Ａに対して指示コマンドを入力するために使用される。また、表示部７６は、ＬＣ
Ｄなどで構成され、視覚的なユーザ・フィードバックを与えるために使用される。
【０３６５】
　本実施形態では、操作部７５は、電話番号の入力や着メロの設定、チケット購入などの
各種サービス使用に関するコマンド入力を行うために使用される。また、操作部７５を介
した入力コマンドは、制御部１１１がオペレーティング・システムの制御下で処理するよ
うになっている。
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【０３６６】
　記憶部１１２は、オペレーティング・システムやその他の制御部６１が実行するプログ
ラム・コードを格納したり、実行プログラムの作業データを一時記憶したりするために使
用される。
【０３６７】
　位置情報比較部１１３は、付加価値情報として受信された位置情報と、ＧＰＳ機能によ
り入力された位置情報とを比較する機能モジュールである。制御部１１１は、この位置情
報比較結果に基づいて、告知用の音声データを生成する。この音声データは、記憶部１１
２において一時記憶された後、Ｄ／Ａ変換器６８によってアナログ信号に変換され、スピ
ーカ６９から音声出力される。告知用音声出力は、ユーザに注意を喚起するなど、実世界
におけるユーザの活動に影響を与えることができる。
【０３６８】
　購入予約／取消／決定情報作成部１１４は、サーバ１から受信した付加価値情報に基づ
いて、商品やサービスの購入・消費に関する予約、その取消、その決定の手続を行うため
の情報自動的に作成する。サーバ１は、パーソナル・コンピュータ２（図５を参照のこと
）上でのユーザ操作を収集して購入に関する付加価値情報を生成することから、ＧＰＳ機
能付き携帯電話７Ａを介して実世界におけるユーザの活動に影響するサービスを実現する
ことができる訳である。
【０３６９】
　図２０には、複数ユーザによるパーソナル・コンピュータ２上で採取された操作情報に
基づいて、ＧＰＳ機能付き携帯電話７Ａを介してあるユーザに実世界に影響を与えるサー
ビスを提供するための処理手順をフローチャートの形式で示している。この処理は、サー
バ１、パーソナル・コンピュータ２、ＧＰＳ機能付き携帯電話７Ａの各制御部１２，２２
，１１１が所定のプログラム・コードを実行して協調的に動作することによって実現され
る。
【０３７０】
　以下、このフローチャートに従って、複数ユーザによるパーソナル・コンピュータ２上
での操作情報に基づいたあるユーザの実世界に影響するサービス提供について説明する。
【０３７１】
　まず、図４に示したパーソナル・コンピュータ２上での動作について説明する。ステッ
プＳ１８１において、ユーザにより操作部２１が操作されＨＴＭＬ取得指示がされたと制
御部２２が判断すると、ステップＳ１８２に進む。ＨＴＭＬ取得指示が無い場合は、ステ
ップＳ１８３に進む。
【０３７２】
　ステップＳ１８２では、インターネットに接続されるサーバ１を介してデータ送受信部
２３がユーザ指示のあったＨＴＭＬデータを受信するとともに、制御部２２の制御下でＨ
ＴＭＬデコード部２４がＨＴＭＬデータをデコードし、表示部２５によりＨＴＭＬデータ
を表示される。さらに、制御部２２は、外部記憶装置２６にあらかじめ登録されるユーザ
ＩＤ、パーソナル・コンピュータ２上で探索・閲覧されたサイトを示すＵＲＬで表される
Ｗｅｂの「ブラウジング情報」などのユーザ操作情報を、データ送受信部２３を介してサ
ーバ１に送信する。
【０３７３】
　ステップＳ１８３では、ブックマーク登録監視部２７において操作部２１でのユーザに
よるブックマーク登録指示があるか否かを監視する。そして、ブックマーク登録がありと
判定される場合は、ステップＳ１８４に進み、ないと判定される場合はステップＳ１８５
に進む。
【０３７４】
　ステップＳ１８４では、制御部２２は、外部記憶装置２６にあらかじめ登録されている
ユーザＩＤ、ブックマーク登録されたサイトを示すＵＲＬで表される「ブックマーク情報
」などのユーザ操作情報を、データ送受信部２３を介してサーバ１に送信する。
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【０３７５】
　ステップＳ１８５では、ダウンロード監視部２８は、ユーザによる操作部２１を介した
ダウンロード指示があるか否かを監視する。そして、ダウンロード指示があった場合は、
ステップＳ１８６に進み、ダウンロード指示がない場合はステップＳ１８７に進む。
【０３７６】
　ステップＳ１８６では、同様に制御部２２は、パーソナル・コンピュータ２上にダウン
ロードされたダウンロード・ファイルの格納場所を示すＵＲＬで表される「ダウンロード
情報」などのユーザ操作情報をサーバに送信する。
【０３７７】
　また、同様に、アップロード監視部は、ユーザによる操作部２１を介したアップロード
指示があるか否かを監視して、アップロードが指示された場合には、ユーザＩＤ、パーソ
ナル・コンピュータ２からアップロードされたファイルのＩＤとアップロード先の格納場
所を示すＵＲＬで表される「アップロード情報」などのユーザ操作情報をサーバ１に送信
するようにしてもよい。
【０３７８】
　ステップＳ１８７では、データ保存指示監視部２９が、ＨＴＭＬ情報に表示される情報
のデータ保存指示が操作部２１上で起こったか否かを監視する。そして、ユーザによる保
存指示があった場合は、ステップＳ１８８に進み、保存指示が無い場合は、ステップＳ１
８９に進む。
【０３７９】
　ステップＳ１８８では、制御部２２は、同様にユーザＩＤ、保存ＩＤ、保存対象に対応
するＵＲＬデータなどのユーザ操作情報を、データ送受信部２３によってサーバ１に送信
する。
【０３８０】
　ステップＳ１８９では、データ消去指示監視部３０は、外部記憶装置２６に記録される
データの消去指示が操作部２１上で起こったか否かを監視する。そして、ユーザによるデ
ータ消去指示があった場合はステップＳ１９０に進み、データ消去指示がない場合はステ
ップＳ１９１に進む。
【０３８１】
　ステップＳ１９０では、制御部２２は、同様にユーザＩＤ、消去ＩＤ、消去対象に対応
するＵＲＬデータ、あるいは消去対象のファイル名などのユーザ操作情報を、データ送受
信部２３によってサーバ１に送信する。
【０３８２】
　この他、パーソナル・コンピュータ２上でユーザによりデータ編集が行われた場合には
、編集されたファイルのＩＤと編集の種類を特定する編集ＩＤからなる「編集情報」など
のユーザ操作情報を、データ送受信部２３を介してサーバ１に送信するようにしてもよい
。
【０３８３】
　ステップＳ１９１では、制御部２２は、ユーザによる終了指示があるか否かを判別する
。そして、終了指示がない場合はステップＳ１５１に戻り、終了指示があった場合は、パ
ーソナル・コンピュータ２上での処理を終了する。
【０３８４】
　次いで、図３に示したサーバ１上での動作について説明する。ステップＳ１９２におい
て、パーソナル・コンピュータ２（並びに他のメディア）からのユーザ操作情報をデータ
送受信部１１で受信したか否かを制御部１２が判別し、受信された場合はステップＳ１９
３に進み、受信されていない場合はステップＳ１９４に進む。
【０３８５】
　ステップＳ１９３では、制御部１２は、各ユーザのパーソナル・コンピュータ２上での
ユーザ操作情報を受信すると、これらをユーザＩＤ毎にデータベース１３に記憶して、デ
ータベース化するように動作制御する。
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【０３８６】
　ステップＳ１９４では、制御部１２は、データ送受信部１１を介してクライアントから
サービス・リクエスト情報が受信されたか否かを判別する。サービス・リクエスト情報が
受信された場合はステップＳ１９５に進み、受信されない場合はステップＳ１９７の終了
指示に進む。ここでは、ユーザＡが購入情報のサービスをリクエストする例について説明
する。
【０３８７】
　ステップＳ１９５では、マッチング度演算部１４は、全データベース情報においてユー
ザＡと他のユーザＩＤとのパーソナル・コンピュータに関するユーザ操作情報のマッチン
グ度を演算し、最もマッチング度が高いユーザＩＤを類似ユーザとして検出する。例えば
、各カテゴリのデータのテキスト・ベースのマッチングを行い、マッチング度は完全一致
の単語数などであればよい。また、一部一致などのマッチング度合いにより重み付けして
も構わない。
【０３８８】
　ステップＳ１９６では、制御部１２は、検索されたユーザＩＤに対応するデータベース
１３の購入情報（位置情報＋建物ＩＤ＋製品ＩＤ）を読み出すとともに、データ送受信部
１１を介してリクエストのあったユーザＡの端末に対して付加価値情報としての購入情報
を送信する。
【０３８９】
　ステップＳ１９７では、制御部１２は、サーバ管理者による終了指示があるか否かを判
別する。そして、終了指示がない場合はステップＳ１９２に戻り、終了指示があった場合
は、サーバ１上での処理を終了する。
【０３９０】
　次いで、図１９に示した携帯電話７Ａ上での動作について説明する。ステップＳ１９８
において、制御部１１１は、ユーザによる操作部７５を介したサービス・リクエスト要求
を受け付けたか否かを判別する。そして、サービス・リクエスト要求を受け付けた場合は
ステップＳ１９９に進み、受け付けていない場合はステップＳ２００に進む。
【０３９１】
　ステップＳ１９９では、制御部１１１は、チャネルＣＯＤＥＣ回路６２、変調部６３、
ＲＦ回路６４を介してユーザＡ、購入情報というサービス・リクエスト情報をサーバ１に
送信する。
【０３９２】
　ステップＳ２００では、制御部１１１は、アンテナを介してＲＦ回路６４、復調部６５
、チャネルＣＯＤＥＣ回路６２を介してサーバ１から付加価値情報としての購入情報が受
信されたか否かを判別する。そして、購入情報が受信された場合はステップＳ２０１に進
み、購入情報が受信されていない場合はステップＳ２０２に進む。
【０３９３】
　ステップＳ２０１では、制御部１１１は受信した購入情報である位置情報＋建物ＩＤ＋
製品ＩＤを記憶部１１２に記憶するように制御する。
【０３９４】
　ステップＳ２０２では、位置情報比較部１１３が、ＧＰＳアンテナから受信される現在
ユーザが位置する位置情報と、記憶部１１２に記憶される同一嗜好ユーザの位置情報を比
較する。そして、両位置情報が一致した場合はステップＳ２０３に進み、一致しない場合
はステップＳ２０４に進む。
【０３９５】
　ステップＳ２０３では、制御部１１１は、記憶部１１２にあらかじめ記憶されるアラー
ム用音声データをＤ／Ａ変換器６８に送出し、スピーカより音声出力して、ユーザに位置
情報が一致する旨を告知する。あるいは、音声出力の代わりに、表示部７６に位置情報が
一致する旨の告知情報を表示出力するようにしてもよい。
【０３９６】
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　ステップＳ２０４では、購入予約／取消／決定情報作成部１１４は、記憶部１１２に記
憶される製品ＩＤと建物ＩＤに基づいて、その建物（店）に購入予約情報を送信する。例
えばＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）のような近距離無線データ通信機能を利用したデー
タ送信を行う場合は送信可能範囲でないと店に情報を送信することができないという制約
がある。これに対し、建物ＩＤが電話番号である場合は、自動的に電話をかけてデータ送
信することが可能である。
【０３９７】
　ステップＳ２０５では、制御部１１１は予約時からの日時を演算し、一定期間を越えて
いたらステップＳ２０６に進み、一定期間以内ならステップＳ２０７に進む。
【０３９８】
　ステップＳ２０６では、制御部１１１は、購入予約／取消し／決定情報作成部１１４に
より作成された予約取消し情報を店に送信する。
【０３９９】
　ステップＳ２０７では、制御部１１１は、ユーザにより購入決定指示があったか否かを
判別する。そして、購入決定指示があった場合はステップＳ２０８に進み、購入決定指示
がない場合はステップＳ２０９の終了指示に進む。
【０４００】
　ステップＳ２０８では、購入予約／取消し／決定情報作成部１１４が購入決定情報を作
成し、制御部１１１はこの購入決定情報を店に送信する。
【０４０１】
　ステップＳ２０９では、制御部１１１は、ユーザによる終了指示があるか否かを判別す
る。そして、終了指示がない場合はステップＳ１９８に戻り、終了指示があった場合は、
ＧＰＳ機能付き携帯電話７Ａ上での処理を終了する。
【０４０２】
　本実施形態では、サーバ１が、ユーザのマッチング度演算にユーザのブラウジング情報
を用いる。また、付加価値サービスとして、ブラウジング情報が類似するユーザが訪れた
位置に携帯電話のユーザが立ち寄ると、アラームで告知し、当該ユーザに来店を促す。さ
らに、嗜好が類似するユーザが購入予約しているものは、自動的に店に購入予約情報が店
に送信される。これより、売却情報を入手できなかった貴重なものも仮予約が可能なので
、ユーザにとっても好ましい実世界サービスと言える。 
【０４０３】
　ここで、上述した本発明の各実施形態における付加価値情報サービスにおいて、サーバ
に供給される収集情報と、サーバが提供する付加価値情報の関係を総括しておく。
【０４０４】
　テレビやステレオなど各種のメディアから供給される収集情報としては、ＤＶＤタイト
ル、操作情報、ゲーム・ユーザの入力情報、ダイジェスト用クリック、製品用クリック、
チャンネル情報、ブックマーク、ブラウジング情報を挙げることができる。
【０４０５】
　また、実世界上のユーザから供給される収集情報としては、位置、移動、密集情報、Ｇ
ＰＳによる位置、進路情報（統計量）、生体情報（指紋、声紋など）を挙げることができ
る。
【０４０６】
　また、メディアと実世界の中間的な収集情報として、画像の収集、特殊効果を挙げるこ
とができる。
【０４０７】
　他方、サーバが各メディアに供給してチューニング・サービスを実現するための付加価
値情報として、人気タイトル情報、注目／退屈シーン、ゲーム内容／なインド変更、ダイ
ジェスト画像再生、マーケティング情報、自動チャンネル切換、サーチ・エンジン・チュ
ーニング、スポーツ・映画の重要度付けなどを挙げることができる。
【０４０８】
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　また、サーバが提供する実世界に影響する付加価値情報として、密集度合い、デート・
コース情報、渋滞予測、最適経路探索などを挙げることができる。
【０４０９】
　また、サーバが提供する付加価値情報のうち、メディアのチューニングと実世界の双方
に影響する中間的なものとして、画像ノウハウ、販売を挙げることができる。
【０４１０】
　なお、上述した本発明の各実施形態における情報収集並びに付加価値情報提供サービス
を、専用ハードウェアで構成されるサーバ装置上で実現する以外にも、汎用性の計算機シ
ステム上でサーバ機能を実装した所定のコンピュータ・ソフトウェアを実行するという形
式で実現することも可能である。ここで言うコンピュータ・ソフトウェアは、例えば、図
６のステップＳ２２～Ｓ２７、図８のステップＳ５２～Ｓ５７、図１０のステップＳ８２
～Ｓ８７、図１４のステップＳ１０５～Ｓ１１０、図１６のステップＳ１２７～Ｓ１３２
、図１８のステップＳ１６２～Ｓ１６７、図２０のステップＳ１９２～Ｓ１９７の各フロ
ーチャートを実装したプログラム・コードのことを指す。
【０４１１】
　図２１には、本発明に適用可能な計算機システム５００の構成を模式的に図解している
。以下、図２１を参照しながら、上記の各フローチャートを実装したプログラム・コード
を実行可能な計算機システム５００の機能構成について説明する。
【０４１２】
　システム５００のメイン・コントローラであるＣＰＵ５０１は、オペレーティング・シ
ステム（ＯＳ）の制御下で、各種のアプリケーションを実行する。図示の通り、ＣＰＵ５
０１は、バス５０８によって他の機器類（後述）と相互接続されている。
【０４１３】
　メモリ５０２は、ＣＰＵ５０１において実行されるプログラム・コードを格納したり、
実行中の作業データを一時的に保管したりするために使用される記憶装置である。同図に
示すメモリ５０２は、不揮発及び揮発メモリ双方を含むものと理解されたい。
【０４１４】
　ディスプレイ・コントローラ５０３は、ＣＰＵ５０１が発行する描画命令を実際に処理
するための専用コントローラである。ディスプレイ・コントローラ５０３において処理さ
れた描画データは、例えばフレーム・バッファ（図示しない）に一旦書き込まれた後、デ
ィスプレイ５１１によって画面出力される。
【０４１５】
　入力機器インターフェース５０４は、キーボード５１２やマウス５１３などのユーザ入
力機器を計算機システム５００に接続するための装置である。
【０４１６】
　ネットワーク・インターフェース５０５は、Ｅｔｈｅｒｎｅｔなどの所定の通信プロト
コルに従って、システム５００をＬＡＮなどの局所的ネットワーク、さらにはインターネ
ットのような広域ネットワークに接続することができる。
【０４１７】
　ネットワーク上では、コンテンツ受信装置などの複数のホスト端末（図示しない）がト
ランスペアレントな状態で接続され、分散コンピューティング環境が構築されている。ネ
ットワーク上では、ソフトウェア・プログラムやデータ・コンテンツなどの配信が行うこ
とができる。例えば、本発明の各実施形態に係る情報収集並びに付加価値情報生成・提供
処理を行うサーバ・アプリケーションを、ネットワーク経由でダウンロードすることがで
きる。また、該サーバ・アプリケーションを用いて生成された付加価値情報をネットワー
ク経由で各メディアやユーザ端末に配信することができる。
【０４１８】
　外部機器インターフェース５０７は、ハード・ディスク・ドライブ５１４やメディア・
ドライブ５１５などの外部装置をシステム５００に接続するための装置である。
【０４１９】
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　ＨＤＤ５１４は、記憶担体としての磁気ディスクを固定的に搭載した外部記憶装置であ
り（周知）、記憶容量やデータ転送速度などの点で他の外部記憶装置よりも優れている。
ソフトウェア・プログラムを実行可能な状態でＨＤＤ５１４上に置くことをプログラムの
システムへの「インストール」と呼ぶ。通常、ＨＤＤ５１４には、ＣＰＵ５０１が実行す
べきオペレーティング・システムのプログラム・コードや、アプリケーション・プログラ
ム、デバイス・ドライバなどが不揮発的に格納されている。
【０４２０】
　例えば、本発明の各実施形態に係る情報収集並びに付加価値情報の生成・提供を行うサ
ーバ・アプリケーションや付加価値情報を利用するクライアント・アプリケーションを、
ＨＤＤ５１４上にインストールすることができる。また、ネットワーク経由で受信した各
ユーザの情報をＨＤＤ５１４上に蓄積することができる。また、これら各ユーザの情報を
基にして生成された付加価値情報をＨＤＤ５１４上に蓄積することができる。
【０４２１】
　メディア・ドライブ５１５は、ＣＤやＭＯ、ＤＶＤなどの可搬型メディアを装填して、
そのデータ記録面にアクセスするための装置である。
【０４２２】
　可搬型メディアは、主として、ソフトウェア・プログラムやデータ・ファイルなどをコ
ンピュータ可読形式のデータとしてバックアップすることや、これらをシステム間で移動
（すなわち販売・流通・配布を含む）する目的で使用される。例えば、本発明の各実施形
態に係る情報収集並びに付加価値情報の生成・提供処理を行うサーバ・アプリケーション
や付加価値情報を利用するクライアント・アプリケーションを、これら可搬型メディアを
利用して複数の機器間で物理的に流通・配布することができる。また、各ユーザの情報や
、ユーザ情報を基に生成された付加価値情報を、これら可搬型メディアを利用して機器間
で物理的に流通・配布することができる。
【０４２３】
　なお、図２１に示すような計算機システム５００の一例は、米ＩＢＭ社のパーソナル・
コンピュータ“ＰＣ／ＡＴ（Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｃｏｍｐｕｔｅｒ／Ａｄｖａｎｃｅｄ　
Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ）”の互換機又は後継機である。勿論、他のアーキテクチャを備え
たコンピュータを、本実施形態に係る計算機システム５００として適用することも可能で
ある。
【産業上の利用可能性】
【０４２４】
　以上、特定の実施形態を参照しながら、本発明について詳解してきた。しかしながら、
本発明の要旨を逸脱しない範囲で当業者が該実施形態の修正や代用を成し得ることは自明
である。
【０４２５】
　本発明によれば、例えば異種の電子機器間で印加されたユーザ操作の連動性や相関を求
めることによって、人による意味解釈の介在なしに、ユーザの嗜好に基づいたさまざまな
サービス提供に自動的に対応することができる。
【０４２６】
　また、本発明によれば、あるユーザの第２の電子機器が、第１の電子機器情報が類似す
るユーザの第２の電子機器制御情報に基づいて制御されるので、ユーザ嗜好解析などの複
雑な信号処理をなくしても嗜好に適合した電子機器制御サービスを行うことが可能になる
。
【０４２７】
　また、本発明によれば、機器の移動や購入などの活動情報が類似するユーザの電子機器
情報に基づいて、あるユーザの電子機器が制御されるので、ユーザ嗜好解析などの複雑な
信号処理をしなくても、嗜好に合った電子機器制御サービスが可能になる。また、実社会
と情報社会を容易に結び付けることができる。
【０４２８】
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　また、本発明によれば、電子機器情報が類似するユーザの活動情報に基づいて、店の場
所の告知、購入予約などが自動的に行われるので、ユーザが購入チャンスを逃すことを免
れることができるとともに、サービス提供者側の購買促進にも寄与することができる。
【０４２９】
　要するに、例示という形態で本発明を開示してきたのであり、本明細書の記載内容を限
定的に解釈するべきではない。本発明の要旨を判断するためには、特許請求の範囲を参酌
すべきである。
【図面の簡単な説明】
【０４３０】
【図１】図１は、本発明の１つの実施形態に係る他メディアを利用したチューニング・サ
ービスの概要を模式的に示した図である。
【図２】図２は、各メディアから収集可能な情報と、各メディアに対して提供可能な付加
価値情報を表形式で示した図である。
【図３】図３は、他メディアを利用したチューニング・サービスを提供することができる
サーバ１の機能構成を模式的に示したブロック図である。
【図４】図４は、本発明に適用可能なパーソナル・コンピュータ（ＰＣ）の機能構成を模
式的に示した図である。
【図５】図５は、本発明に適用可能なデジタルＴＶ３の機能構成を模式的に示した図であ
る。
【図６】図６は、パーソナル・コンピュータ２上での情報収集に基づいてデジタルＴＶ３
を自動制御するための処理手順を示したフローチャートである。
【図７】図７は、本発明に適用可能なデジタル・ビデオ５の機能構成を模式的に示したブ
ロック図である。
【図８】図８は、パーソナル・コンピュータ２上での情報収集に基づいてデジタル・ビデ
オ５を自動制御するための処理手順を示したフローチャートである。
【図９】図９は、本発明に適用可能な携帯電話６の機能構成を模式的に示したブロック図
である。
【図１０】図１０は、パーソナル・コンピュータ２上での情報収集に基づいて携帯電話６
を自動制御するための処理手順を示したフローチャートである。
【図１１】図１１は、本発明の他の実施形態に係る他メディアを利用したチューニング・
サービスの概要を模式的に示した図である。
【図１２】図１２は、各ユーザから収集可能な情報と、ユーザに対して提供可能な実世界
に影響する付加価値情報を表形式で示した図である。
【図１３】図１３は、本発明に適用可能なＧＰＳ付き携帯電話８の機能構成を模式的に示
した図である。
【図１４】図１４は、ＧＰＳ機能付き携帯電話８上での情報収集に基づいてＴＶ３（図５
を参照のこと）を自動制御するための処理手順を示したフローチャートである。
【図１５】図１５は、本発明に適用可能なクレジット利用記録システム９の機能構成を模
式的に示した図である。
【図１６】図１６は、クレジット利用記録システム９上での情報収集に基づいてＴＶ３（
図５を参照のこと）を自動制御するための処理手順を示したフローチャートである。
【図１７】図１７は、本発明に適用可能なＧＰＳ付き携帯電話７の機能構成を模式的に示
した図である。
【図１８】図１８は、パーソナル・コンピュータ２上での情報収集に基づいて、ＧＰＳ機
能付き携帯電話７を介して実世界に影響を与えるサービスを提供するための処理手順を示
したフローチャートである。
【図１９】図１９は、本発明に適用可能なＧＰＳ付き携帯電話７Ａの機能構成を模式的に
示した図である。
【図２０】図２０は、パーソナル・コンピュータ２上での情報収集に基づいてＧＰＳ機能
付き携帯電話７を介して製品を購入するという、実世界に影響を与えるサービスを提供す
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るための処理手順を示したフローチャートである。
【図２１】図２１は、本発明に適用可能な計算機システム５００の構成を模式的に示した
図である。
【符号の説明】
【０４３１】
　１…サーバ
　２…パーソナル・コンピュータ
　３…デジタルＴＶ
　５…デジタル・ビデオ
　６…携帯電話
　７、７Ａ、８…ＧＰＳ付き携帯電話
　９…クレジット利用記録システム
　１１…データ送受信部
　１２…制御部
　１３…データベース
　１４…マッチング度演算部
　２１…操作部
　２２…制御部
　２３…データ送受信部
　２４…ＨＴＭＬデコード部
　２５…表示部
　２６…ハード・ディスク・ドライブ
　２７…ブックマーク登録監視部
　２８…ダウンロード監視部
　２９…データ保存指示監視部
　３０…データ消去指示監視部
　３１…制御部
　３２…操作部
　３３…データ送受信部
　３４…記憶部
　３５…チャンネル優先度制御部
　３６…映像デコーダ
　３７…自動チャンネル切換制御部
　３８…チューナ回路
　３９…復調器
　４０…デマルチプレクサ
　４１…音声デコーダ
　４２…自動解像度制御部
　５１…制御部
　５３…データ送受信部
　５４…記憶部
　５５…番組自動録画制御部
　５６…ダイジェスト作成制御部
　５７…検索インデックス作成制御部
　６１…制御部
　６２…チャネルＣＯＤＥＣ
　６３…変調部
　６４…ＲＦ回路
　６５…復調部
　６６…記憶部
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　６７…復号部
　６８…Ｄ／Ａ変換器
　６９…スピーカ
　７０…チケット予約情報自動作成部
　７１…符号化部
　７２…復号化部
　７３…Ａ／Ｄ変換器
　７４…マイクロフォン
　７５…操作部
　７６…表示部
　７７…自動着メロ更新部
　８１…制御部
　８２…ＧＰＳアンテナ
　８３…ＧＰＳ受信機
　８４…記憶部
　９１…製品情報入力部
　９２…制御部
　９３…外部記憶装置
　９４…クレジット・カード情報読み出し部
　９５…情報作成部
　９６…操作部
　９７…表示部
　９８…データ送受信部
　１１１…制御部
　１１２…記憶部
　１１３…位置情報比較部
　１１４…購入予約／取消／決定情報作成部
　５００…計算機システム
　５０１…ＣＰＵ
　５０２…メモリ
　５０３…ディスプレイ・コントローラ
　５０４…入力機器インターフェース
　５０７…外部機器インターフェース
　５０８…バス
　５１１…ディスプレイ
　５１２…キーボード
　５１３…マウス
　５１４…ハード・ディスク・ドライブ
　５１５…メディア・ドライブ
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